






















大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過（半年後） 結果（2月記入） ふりかえり（2月記入） 次年度の取り組み（3月記入）

異年齢保育（フリーデー・ハッピーデー）・サーキット 通年 週・月１回 日誌
毎週乳児、幼児の異年齢実施。サー
キットは定期的にユニットを変更。

感染症の影響も最小限で実施に至る
ことが出来た。サーキットのユニッ
トは必要に応じて変更した。

乳児は火曜日、幼児は木曜日に異年
齢活動を行い、職員で振り返り子ど
も理解に繋げた。サーキットのユ
ニットの見直しを行った。

来年度も継続する。

年カリ・月案会議 通年 月１回 月案
新年度に各クラスの年カリをプレゼ
ンし周知。年カリを見ながら毎月の
月案会議を行う。

毎月、各クラスの月案会議実施
担任と管理職が毎月月案会議をする
ことで、各クラスの保育を共有し一
緒に進める事ができ良かった。

来年度も継続する。

中堅会議・人材育成委員会・マナー向上委員会 随時 随時 議事録

毎月、個人のマナーチェックを実
施。課題や同僚性について発信、情
報共有をし、今後を中堅で考えてい
く機会を持つ。

マナーについては毎月の振り返りを
行う。中堅の集まりは必要に応じて
行い、日頃から個別でも声を掛け合
う事を心掛けた。

これまでやってきた内容を見直す時
期にあると感じる。チェックすれば
それで良しではなく、一人一人の意
識改革が必要。

マナーチェックの見直し、開催の頻
度と拡充。

交換保育・職種を超えたグループ担当による保育（発表会・誕生
会）

随時 随時 議事録
夏期協力日に交換保育を実施。5歳
児の子ども達による誕生会司会進
行。

5歳児による誕生会司会進行を継続
中。3月の移行期には交換保育を実
施予定。

誕生会の司会の子ども達の打ち合わ
せは、行事が重なると練習が出来な
い事もあったので早めに時間をつく
るようにしていく。

来年度も継続する。

個人懇談・保育参加・0.1生活ムービー 春・秋・２月 ３回 議事録
春、秋の懇談、参観実施。０，１歳
生活ムービーは12月に個人対応で
実施予定。

春・秋・進級前・進学前に個人懇
談、保育参観。ビデオ上映会を個別
開催。

例年通り、個人懇談を行う事で保護
者とゆっくり園や家庭での様子を共
有することが出来た。

個人懇談は例年通り。保育参観は時
期を選択制で年に1回。ビデオ上映
会を少人数グループで開催する。

保護者との連携・保育活動計画の振り返り・園見学・10周年プ
ロジェクト

 随時 随時 アンケート
運動会アンケート、活動計画振り返
りアンケート２期分よりグーグル
フォームで実施。

グーグルフォームにしたことで集計
がしやすく保護者も回答がしやす
い。１０周年のアイデアを募る。

ICT化の便利なところは活用しつ
つ、各クラスの見直しは必要。

来年度もICT化で進める。１０周年
に向けて具体化していく。

実習生受け入れ・地域学生体験受け入れ・養成校との関係構築 随時 随時 レクチャーシート
７月龍谷短大２名、９月大阪国際短
大１名、１０月大阪こども専門学校
１名受け入れ。

予定通りに実施したが、7月に１名
体調不良で途中中断。１２月に不足
分を実習。７，８月には職業体験で
高校生2名受け入れ。

様々な職員が実習指導の担当にあた
り、日誌やふりかえりを行うこと
で、互いの学びに繋がった。

来年度も積極的に受け入れていく。

幼保こ交流・小学校交流 近隣園・学校 ５回 報告書 感染症の影響で、今年度実施なし。 今年度の実施はなし。
今年度は実施出来なかったが、来年
度は幼保こ交流と小学校交流の実施
に向けて計画中。

来年度計画実施していく。

元気アップサポーターポイント実施・地域ボランティア活動受け
入れ

随時 随時 報告書

ボランティアの方が園庭、園周辺の
水やり、草引き、玩具の修理や環境
整備・掃除等園の環境維持全てに関
わってもらっている。

ボランティアの方が、園内環境整備
や園庭環境整備の全ての維持に関
わってもらっている。

溝掃除、マンホール清掃、寒波の時
には事前に水道回り対策や窓ふきま
で細部にわたり環境を整えてくだ
さっている。

任せっきりになっており、当たり前
にならないよう、できることはして
いくように意識していく仕組み作り
検討。

中学校区連絡会議参加（あいさつ運動・清掃ボランティア） 随時 随時 案内書
あいさつ運動は、毎月１回園の前で
実施した。

あいさつ運動は、予定通り実施し
た。

来年度は中学校区の連絡会議実施予
定なので、積極的に参加し、地域と
の交流を深めていく。

来年度も継続する。

地域の高齢者との交流 随時 随時 訪問依頼 感染症の影響で、今年度実施なし。 今年度の実施はなし。 近隣の老人ホームへ依頼中である。 来年度は秋に2回実施予定。

園内子育て支援センター事業（講座・季節の行事・看護師身体測
定、相談会・2歳児教室・1歳児体験保育・給食体験）

毎日 随時 通信
イベントの日は予約制にして、利用
者のニーズに合わせた内容のイベン
トを実施。

毎月イベント申込みが殺到する為、
申込み方法を工夫しながら多くの方
が参加できるようにしている。

利用者と一緒にイベントの企画を進
める中で、利用者主体のイベントに
なるよう心掛けた。

１，２歳児体験保育、給食体験も再
開していきたい。

子育て支援センター事業（ホームページ掲載・広報） 各月１回 随時 通信 ホームページ、広報は毎月１回掲載 毎月１回掲載している。
新規利用者にもわかりやすく目に留
まりやすい掲載を工夫している。

来年度も継続する。

一時保育・アルテコローレ（zoom家庭配信） 随時 随時 報告書 一時保育登録者増加
乳児クラスを中心に一時保育の毎日
利用者がいる。

一時保育を利用してから入園する子
も多かったので、園の保育を体験し
てもらう機会として、大切にしてい
きたい。

来年度も登録者増加を目指して継
続。

日本の郷土料理・世界の料理を取り入れた食育の実施 年間各１回 ２回
フォトレター

記録
世界の料理を給食、おとまらない保
育の際に実施。

5歳児を中心に世界の料理のクッキ
ングを実施。

クッキングを通して子どもたちがた
くさんの世界の料理を知ることがで
きた。

来年度も食育計画に取り入れたい。

クッキング・各年齢別食育活動・お箸指導・レシピ集の作成・非
常時献立作成

随時 随時
フォトレター

記録
3・4歳児にお箸指導、各クラスに
食育活動を実施。

4歳児は全員箸の使用が可能になっ
たが、数名は持ち方の指導が必要。
3歳児は定期的に練習を実施中。

箸の使い方に興味を持てることを重
視し、指導法を工夫した。意欲的に
行うことが出来た。

来年度も継続する。

農育・畑拡大・収穫物を使ってのクッキング 通年 随時 フォトレター
さつまいもや枝豆など収穫物を使っ
てのクッキングを実施。

各クラスでクッキングを実施。
収穫物でクッキングを行う機会が増
えた。

来年度も継続する。

美化・エコを意識する仕組み作り 毎月 12回 議事録
毎月エアコンの掃除や節電節水を周
知。

掃除チェック表を用いて保育室の清
掃を行う。全体会で電気代や水道代
を伝え節電節水を呼びかけた。

定期的に大掃除を実施し、園舎内を
綺麗に保つよう職員全体で意識。電
気やエアコンの消し忘れも周知し注
意喚起を行った。

来年度も継続して節電節水を心掛け
ていく。

各種マニュアルの浸透を検証、振り返り、交換保育 随時 随時 報告書
夏期に交換保育を実施。マニュアル
はより分かりやすく変更。

マニュアル更新をし園内で回覧し周
知している。

夏期休暇が多く交換保育の日程は設
ける事が難しかった。

来年度も継続する。

在籍する障がい児、配慮児の特徴を勉強、職員間で共有 毎月 12回 議事録
加配ケース検討会議を実施し職員間
で共有。
春・秋に市からの巡回相談受診。

2月、巡回相談受審。幼児会議で加
配ケース検討会議を実施。

巡回相談受診が全て終了。全体で加
配ケース検討会議が1回しか実施で
きなかった。

来年度も継続する。

各保育室・コーナーゾーンの環境整備 随時 随時 議事録
コーナーの見直し、保育環境の充実
を図る。

玩具は子どもの興味、関心に合わせ
て準備し、環境を整えている。

新しい玩具を購入。
レクチャーして遊びを広げた。

来年度も継続する。
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大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過（半年後） 結果（2月記入） ふりかえり（2月記入） 次年度の取り組み（3月記入）

絵画展示出展・生活展・SDGｓの取り組み 随時 随時 チェック表
幼児クラスは絵画コンクールに4回
応募。

絵画展では14名が入賞。
生活展はプレ開催も含め２日間実
施。

生活展は関東姉妹園の先生方が来
園。
行事への理解も保護者に浸透してき
た。

各クラスの造形活動を充実させなが
ら、園全体の造形活動の質を向上さ
せる。コンクール、生活展は次年度
も継続。

ECC・ウェルネス・リトミック・ピアノ 通年 隔週 報告書
予定通り遂行。５歳児５月より月１
回ラグビー教室開始。

振替になった箇所もすべて終了。 課外の参加者が増加した。
希望者増加のため来年度はピアノ受
講者数を増やす。

屋上庭園計画、園庭環境の整備及び充実するための仕組み作り 随時 随時 チェック表
保護者の寄付で、メダカの飼育を始
める。餌やりや、ビオトープの定期
的な掃除を実施。

設置から飼育方法、環境整備等を繰
り返し話し合い、確認しながら観察
を楽しんだ。

小さな命の大切さを考えることで、
石や砂などビオトープへの異物の混
入が減ってきている。

来年度も継続する。

各避難訓練（火災・地震・不審者等）・BCP研修参加計画策定 毎月 １２回 報告書
避難訓練は毎月実施。BCP研修に
参加し計画書作成中。

毎月、地震や災害に備えて繰り返し
行う。

毎月避難訓練を行い、訓練の必要性
や、命を守る大切さを学んだ。弾道
ミサイルの避難訓練も実施。

来年度も継続する。

職員健康診断・インフルエンザ予防接種・子どもの検診（視力・
聴力・身体測定等）・園医による検診（内科・歯科）

毎月 １２回 報告書

健康診断（内科、視力、歯科）終
了。秋に内科検診終了、歯科、視力
は11月に実施予定。職員健康診断
終了。インフルエンザは小松病院と
日程調整中。

インフルエンザ予防接種、内科検
診、視力検査、歯科検診終了。2月
末に聴力検査実施予定。

内科検診や身体測定など定期的に行
い、子どもの健康状態を把握した。
また年1回職員の健康診断を行い職
員の健康管理も行った。

来年度も継続する。

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）

ネタ集実践・サーキット研 随時 随時 日誌
研修ネタを園内研修で実施。ふれあ
い遊びを支援や地域の人対象のイベ
ントで実践し好評。

サーキット研修が実施できていな
い。乳児サーキットに参加し職員と
情報共有。

職員同士でサーキットについて共有
する機会が少なかった。

来年度サーキット会議を検討してい
く。

ライブラリー（データベース・ファイリング） パソコンマイスター（ホームページ・データー整理更新） 随時 随時 動画
チャイルドケアウェブの新機能の周
知やHP更新の確認を行っている。

チャイルドケアウェブの新機能を全
体会などで周知を行う。HPでは園
の取り組みを更新している。

新機能の周知や変更点なども多くあ
るが、順調に進める事が出来てい
る。

来年度より電子連絡帳に変更する。

公開保育（プレスケール・プレライジン） 通年 １０回 議事録
プレを繰り返すことで保育の改善点
が見えた。職員で共有しながら具体
的な課題に取り組めた。

プレスケールを繰り返し行う。
スケールは職員全体で取り組む事が
出来た。振り返りでの課題を日々の
保育に活かしていきたい。

来年度も継続する。

保健衛生会議（救命安全指導など） 通年 １２回 議事録
毎月1項目を開催。職員が振り返り
シートを記入し、議事録に保存。

毎月実施済。報告書も提出済。

毎月流行時期に合わせて実施するこ
とで、職員が周知しやすく、保護者
対応や感染対策にも統一した対応が
できていた。

来年度も継続する。

乳児会議・幼児会議（エピソード・ポートフォリオ含む） 通年 週1回 議事録
毎週１回ずつ会議を行い、議事録に
記録し保存している。

日々の記録をポートフォリオに残
し、会議でも共有している。

乳児、幼児会議の議事録を保存。
ポートフォリオもクラス間で周知
し、子ども理解に繋げていきたい。

来年度も継続する。

外部研修 アルテコローレ造形・社協研修 随時 随時 報告書
京都幼年美術の会の研修に参加。子
どもの描画・造形について学ぶ。

幼年美術の会主催の研修に参加し、
園内研修を行い、職員間で共有す
る。

外部研修に参加し、現場に活かせる
ようにしてきた。

来年度もさらに充実させていく。
アルテコローレとは新規プロジェク
トを予定。

ひらめき会議・久保研・藤森研 通年 １２回 報告書
土曜開催の藤森研は、正規職員全員
参加で学びあう。久保研・ひらめき
研はリーダー・管理職で参加。

予定通り受講した。
各自、報告書やふりかえりを提出
し、現場で活かせるよう深めてい
る。

来年度も継続する。

スケール・年齢別会議・新任研・合同会議・キャリア別研修 通年 ２回 議事録
園内研修を繰り返しながら、大事に
したい保育の浸透を図る。

すべて予定通り終了。
職員が外部研修を受講後、園内研修
を行ったり、法人研修や園内研修は
充実していた。

来年度も継続する。

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラム） スキルアップ支援（シート＆面談） 3ヶ月毎確認 ２回
スキルアップ

シート

5月に目標を立て各リーダーと面
談。必要に応じて、目標や手立ての
修正を行う。

3月に最終ふりかえりの面談をを行
い、一年の総括を行う。

第一評価者同士の周知を密にし、
日々の保育に活かしていけるよう繋
げていく。

来年度も継続する。

職員面談 （自己評価・他者評価） 目標面談・キャリアアップ面談 随時 随時
ヘキサゴン

シート
１０月に中間チェックとして自己評
価、他者評価を行い、面談を行う。

予定通り実施した。
シートの記入ミスが数名あった。５
月の面談でリーダーと記入方法の確
認が必要。

来年度も継続する。

メンター・メンティ 新任職員と経験者の対話 ５月～２月 １０回
 メンターメン

ティ
報告書

月１回開催し、管理職に報告書を提
出。

行事前後は開催が遅れることがあっ
た。

報告書のフォーマットを変更課題が
分かりやすく振り返られるようにし
た。

来年度も継続する。

法人外部評価 第三者評価や施設関係者評価（学校評価）の活用 第三者審査結果の今後の受審に向けて書類整理・マニュアル更新 随時 ２回 審査結果書類
第三者評価者資格取得中。書類整理
と不備書類など確認し受審に向けて
準備している。

第三者評価者資格取得。受審に向け
て書類整理。

ヒヤリハットの報告が定着せず、検
ミーティング用紙に欄を設け、仕事
終わりに記入する。月ごと事務が集
計しデータ化して継続。

人件費率マネジメント 適正な職員配置・保育教諭資格等取得支援 随時 随時 財務会議
今年度各クラス担任＋１名の人員配
置。看護師と栄養士が保育士資格取
得中。

担任＋1名の人員配置で、事務作業
時間内効率化。看護師・栄養士・事
務員が保育士資格取得中。

ゆとり人員があってもなかなか抜け
て出てくることができず、＋１名で
保育をしていることが多い。効率よ
く事務作業していく。

担任＋１名体制継続、事務作業の効
率化を検討。

積立金確保 積立金１０％目標 毎月 １２回 会計表 目標遂行中 目標遂行中
目標遂行中
目標以上の積み立て確保

来年度も継続する。

適切な予算立てと予算執行 本部と連携予算立て・稟議書３社見積もり徹底・補助金の獲得 随時 随時 稟議書 3社相見積もりの徹底。 3社相見積もりの徹底。
3社相見積もりの徹底。補助金獲得
するための条件交渉。

補助金獲得の為、仕組み条件等学
び、随時交渉していく。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

糧・コンセプトブックを使っての勉強会 随時 随時 糧
乳児会議・幼児会議で研鑽、ディス
カッションを開催。

乳児会議・幼児会議でグループに分
かれて研鑽、ディスカッションを遂
行。

園長・主任チャレンジプラグラムも
かねて循環・浸透するよう読み合わ
せの機会を増やす。

来年度も継続する。

情報とテクノロジーを活用した運営 保育のマネージメント・チャイルドケアウェブの応用 随時 随時 ipad
新しいドキュメンテーションの使
用、改善を行う。

乳児クラスは電子連絡帳、午睡
チェックを活用。

午睡チェック、連絡帳など順次電子
化に移行している段階の為、不備や
使いづらさ等あればその都度検討し
ていく。

来年度も継続。今後順次、連絡事
項、欠席連絡、園だより等も活用で
きるように進めていく。
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大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過（半年後） 結果（2月記入） ふりかえり（2月記入） 次年度の取り組み（3月記入）

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践
ホームページ、インスタの活用、地域広報、新聞折り込みチラシ
配布、近隣ポスター掲示、

随時 随時 SNS

インスタと共にホームページの更新
を強化。新聞折り込みチラシ3千枚
配布。園周辺に園児募集のポスター
掲示。

日々の保育や行事などをインスタ、
ホームページにアップ。

インスタなどで自分たちの大事にし
ていることや日々の保育の様子を伝
えることが出来、保護者からも喜ん
でもらっている。

来年度も継続する。

養成校との連携・求人案内票送付・保育教諭確保のための資格等
取得支援

随時 随時 求人票パンフ
養成校への求人案内送付と大学求人
ナビへ登録。

実習生受け入れ養成校の先生が来園
の際、園内案内し、学生へアナウン
スしてもらえるよう丁寧に対応。

ハローワーク・大学求人ナビ・ジョ
ブメドレー・guppy・airワークな
ど、細目に登録更新。

来年度も継続する。

ハローワーク・就職フェア参加・お友達企画アピール 随時 随時 求人票パンフ
7月に就職フェアに参加。ハロー
ワーク、エアワークなどへの求人も
行う。

2月９日にフェアに参加予定。引き
続き、求人を行っていく。

フェアに参加する学生が全体的に減
少しているが幅広く養成校にアピー
ルしていき獲得に繋げる。

来年度も継続する。

制度の活用と改善（ロビー活動など）
ロビー活動の強化（地域自治体・議員・保育連盟へのアプロー
チ）

随時 随時
イベント案内状

はがき

引き続きインスタ、ホームページ等
で園の活動を発信。また園名変更通
知の作成をし地域に周知した。

インスタ・ホームページ等で園の活
動を発信。地域自治体と挨拶運動等
で交流。

感染症対策で、交流がもてなかっ
た。第三者委員宅に毎月訪問し園だ
よりを手渡す。

感染症対策が緩和され、園行事の参
加再開予定。

マ
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ー
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運営強化 採用活動の強化











分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過（半年後） 結果（2月記入） ふりかえり（2月記入） 次年度の取り組み（3月記入）

理念研修（糧・コンセプトブック読み合わせ） 乳幼児会議 年１２回 次第・議事録 乳幼児会議で毎月１回読み合わせを続けている。
乳幼児会議で実施した。引っ越し等でできない月も
あった。

読み合わせを行うことで理念の共有はできている。 次年度も続け保育につながるようにしていく。

乳児会議・幼児会議 毎週 週１回 会議録
基本的に毎週行い、新園舎引っ越し後の保育の話な
ど詰めていっている。

毎週行い、新園舎で変わった部分の行事や保育の話
を詰めた。

新園舎になることでの変更が多い中で、理念のすり
合わせや、保育を考えていった。

次年度も続け保育を深めていく。

月案会議 毎月 年１２回 月案・振り返り
年カリ、毎月振り返りから来月の月案を進めてい
る。

毎月実施、先月の振り返りから当月の月案作成をし
ている。

新園舎になることでの変更が多い中で、理念を見据
えながら月案を考えていった。

次年度も続け保育を深めていく。

保育者の関係性向上（同僚性向上） 全体会議・乳児会議・幼児会議・プレゼン発表 毎月・毎週
①月１回
②週１回

次第・議事録
毎月、毎週行うことで関係性の向上につながってい
る。

毎月、毎週行うことで仮園舎で分かれていても、関
係性の向上につながった。

仮園舎で分かれ、乳児、幼児の保育が見えない中で
保育の発表を行うことで関係性の向上につながっ
た。

各年齢の保育の発表で全体の保育がよくわかり、関
係性の向上にもつながる為、次年度のもつなげてい
く。

保育説明会・懇談会・教育、保育のプレゼン ５月・１月 ２回
各会の議事録
プレゼン資料

ZOOMで行ったことで両親で参加し、保育の話や
プレゼンを聞くことができたことを喜んでいた.

５月はZOOMで保育説明会とクラス懇談会を同日
に行う。１月は新園舎で対面で同日に開催した。

５月のZoomの両親共に聞くことができる良さもあ
り、１月は来園し実際見ていただく良さもあった。

次年度は保育説明会は４月、クラス懇談会は５月、
２月に実施予定。

保育参観・保育参加・個人面談
１０月より

随時
基本

年１回ずつ
保護者感想用紙

面談記録
新園舎になり、１１月より実施する。

11月より、幼児の保育参加、その後の個人面談、
乳児の保育参観を実施。乳児は別日に個人面談を実
施した。

短期間の開催だったが、個人面談する場所も多くあ
り、保育もゆとりある部屋でできているため実施で
きた。

次年度は、６月から開催。乳児クラスも保育参観後
の個人面談の形に変更する。

新園舎建設、新園舎生活の説明 ５月・９月
説明会
随時

説明会議事録
５月は保育説明会で説明した。９月は書面のみで
行った。

９月は書面のみだったが、新園舎で中に入ることが
できる為、その都度伝える形で説明した。

３月の保護者アンケートでは新園舎になりよかった
ことを書いている保護者が多かった。

新園舎関係の説明会は終了。

実習生受け入れ・育成 随時 随時 実習生記録
事前にオリエンテーションを丁寧に行い、９月に３
名実施した。

予定通り実施。２月にも実施予定。
大学から決められて以外に、自分で探してみやざき
を実習先に希望する学生が増えた。

可能な限り受け入れをしていく。

小学校町探検・地域中学の家庭科実習・地域中学の職場体験 随時 随時 記録
小学校の町探検が２年ぶりに行われ８名の２年生が
来園。

小学校の町探検が復活。今までは卒園生が多かった
が、今年度は他の園の卒園生が多かった。

新園舎になり、見守りの保護者も含めゆったり話す
ことができた。

可能な限り受け入れをしていく。

幼保小連携会議（ZOOM会議、アンケート方式）年長担当者会議 随時 ４回 記録 ZOOMで行われている。
Zoomで実施。年長担当者会議では子どもも含め参
加型の交流もZoomで行っていた。

Zoomでの子ども参加型は上手くいかない場面も
あった。

来年度は対面形式で行う。

年長児の小学校体験・老人福祉センターとの交流 ９月・１月 年１回 記録
老人福祉センターだけでなく地域の老人ホームとの
交流も始まった。

小学校訪問はできなかったが、ＤＶＤが送られてき
たので、年長児はそれを見て小学校体験をした。

小学校体験はできなかったが、映像を見たことで小
学校に向けての気持ちは高まった。

次年度の予定は未定だが、小学校、老人福祉セン
ター、施設との交流を続けていく。

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

新園舎、園庭ボランティア 随時 随時 計画・記録 園庭が完成した時点で実施予定。 園庭の完成が３月だったため、実施していない。 園庭の完成が３月だったため、実施していない。
園庭ボランティアや夏祭りボランティアを募る予
定。

乳児お話会 １１月 年１回 計画・記録
１１月実施予定。新園舎が完成したのでコロナの様
子を見ながら乳児お話会も復活する予定。

乳児のお話会は、復活したが、地域の子供達を招い
てのお話会はできなかった。

新園舎で乳児お話会を復活させるだけで精いっぱい
だった。

次年度は６月から園庭開放の復活と共に、地域の子
供達にもお話会を行っていく。

移動動物園 １０月 年１回 計画・記録 連携園の子ども達や地域の子供達も参加した。
乳児の移動動物園に連携園や地域の子供達も参加し
た。

幼児クラスは別日にしたため、ゆったりとした移動
動物園が実施できた。

来年度も乳児、幼児別日に１回ずつ行い、乳児クラ
スの実施日に地域や連携園の子供達に参加してもら
う。

音楽コンサート １２月 年１回 計画・記録
日本フィルが復活。クリスマスコンサート１２月実
施予定。

日本フィルが復活。クリスマスコンサート１２月実
施、ホールが広すぎて乳児が落ち着かない部分も
あった。

広いホールでのコンサートの開催の行い方を考えて
いく。

次年度も実施。開催方法を考える。

宮﨑子ども支援出前講座・赤ちゃん広場（遊びの講座）
子ども文化セ

ンター
随時 記録 今年度は行う予定だったがコロナで実施なし。 今年度はコロナで実施なし。 今年度はコロナで実施なし。 次年度は開催予定。

栽培、収穫、調理 随時 随時 食育記録
幼児クラスは栽培や芋ほり、保育のつながりでの
クッキングを計画を立て行っている。

野菜の栽培や芋ほり後のクッキングが復活。全クラ
スで行う豚汁クッキングも行った。

幼児のクッキング以外にも、果物を見て触って匂い
を嗅いで食べてみる食育も乳児クラスで行った。

コロナが終わり、食育も各クラス年間計画を立て
行っていく。

各クラスに出前食材の紹介（その日の給食の１品の説明や間の前で調
理）

随時 随時 食育記録
乳児クラスは栄養士や担任が旬の野菜の説明をしな
がら目の前で調理し味わっている。

給食の食材を子供たちの目の前でゆでたり、焼いた
りして素材を味わった。

前半はコロナの影響で、後半は新園舎で体制を組む
のが大変で回数は少なかった。

次年度も実施予定。

食育献立（郷土料理・野菜の日・カミカミ献立・鉄人献立・骨太献
立・レバーの日・焼きたてパンの日）

毎月 １２回×６ 食育アルバム 予定通り実施している。 予定通り実施。
予定通り実施。手作りパンや楽しい給食をインスタ
にもあげ、その影響で栄養士の募集に応募が多かっ
た。

次年度も続けていく。

幼児 制作・ままごとコーナー 通年 随時 全体会議録 新園舎になりコーナー環境を整え中。
新園舎になりコーナーの配置も何度か変更。コー
ナー会議でも話し合いを続けている。

コーナーの形、内容ともに話し合うことが多く、会
議で話し合いが続いている。

多目的コーナーの配置や、使い方を再度話し合って
決めていく。

幼児 絵本・ゲーム・ラキューコーナー 通年 随時 全体会議録
新園舎になりすべてのラベル付けから新たに行って
いる。

新園舎になりコーナーの配置も何度か変更。コー
ナー会議でも話し合いを続けている。

絵本の貸し出しは開始。絵本のラベル張りは終了し
たが、絵本の選定は続いている。

コーナーの配置も含め、各コーナーの目的など話し
合いを進めていく。

幼児 サーキット・園庭環境 通年 随時 全体会議録
室内サーキットの用具を購入。サーキットの写真、
片付けの写真を作成。

園庭は３月完成の為、実施なし。幼児サーキットは
会長に来ていただき大幅な改善。

広いホールを使ってのサーキットで子ども達が飽き
ることなく楽しんでいる。振り返りも行ってきた。

振り返りの方法を含め、サーキットを学ぶ形を作っ
ていく。

乳児 ままごとコーナー 通年 随時 全体会議録
新園舎になり各クラスのままごとコーナーを再設定
した。

新園舎になり各クラスのままごとコーナーを再設定
を行い、会議で話し合いを続けている。

新園舎になり各クラスのままごとコーナーを再設定
を行い、遊びを考えている。

次年度１歳児クラスが１０名増えるため、コーナー
のつくり方を考えていく。

乳児 絵本・机上 通年 随時 全体会議録
乳児貸し出し用、各クラス用、職員用でのラベル付
けを行っている。

乳児幼児の貸し出し絵本コーナーが開始。
乳児絵本の各クラス、職員用、貸し出し用のラベル
も貼り貸し出しも開始、保護者から好評。

絵本、机上共に選定から、考えていく。

乳児 サーキット・園庭環境担当 通年 随時 全体会議録
新園舎のサーキット用具、環境を整え、時間割も設
定し、行っている。

乳児サーキットの形の話し合いを続けている。
新園舎のサーキット用具、環境を整え、時間割も設
定し、行っている。

乳児、幼児の園庭環境に取り組んでいく。

乳児 手袋人形・パネルシアター担当 通年 随時 全体会議録
新園舎の保管場所、職員が扱いやすい環境を整えて
いる。

新園舎の保管場所、職員が扱いやすい環境を整え
て、使い方も共有し使用している。

環境を整えることで、どのクラスもいつでも使える
環境になった。

自分たちが取り扱うことができる研修や、取説を作
成していく。

植栽担当 通年 随時 全体会議録
仮園舎で実施。新園舎の園庭が完成したところで開
始。

仮園舎で実施。園庭の歓声が３月だったため、新園
舎では、３歳のみテラスで大根を育てる。

仮園舎では狭い園庭ながらも実施できたが、新園舎
ではほぼ実施できなかった。

次年度は園庭に畑もでき、緑化地帯には植栽もさ
れ、雑草も植える予定。

子供の健康診断 毎月 毎月 健康診断記録表 予定通り実施している。 予定通り実施している。 予定通り実施。 次年度も続けていく。

職員健康診断 ５月 年１回 記録 ５月に実施。 ５月に実施。 仮園舎で狭い環境の中、時間を決めて実施した。 次年度も続けていく。

①避難訓練の計画、実施 ②安全点検の計画、実施③防犯訓練
①毎月

②毎日、毎月
③随時

１２回
③年２回

避難訓練振り返り
安全点検記録

予定通り実施。新園舎の消防計画、避難訓練計画、
安全点検簿を作成。

予定通り実施。新園舎の消防計画、避難訓練計画、
安全点検簿を作成。

仮園舎、新園舎の消防計画、避難訓練計画、安全点
検簿など作成が何度もあった。これからも見直し必
要。

新園舎の避難計画、安全点検のマニュアル作成を続
けていく。

新園舎危機管理マニュアル作成 １０，１１月 １回 基本マニュアル
新園舎の毎日の危機管理をチェックしマニュアル、
安全点検簿の作成をしている。

新園舎の毎日の安全点検をチェック、安全点検簿の
作成をしている。

安全点検簿は作成したが、危機管理のマニュアル作
りまではできなかった。

今までの危機管理マニュアルを基に早急に新園舎の
危機管理マニュアルを作成する。

保健指導 随時 随時 保健指導計画・記録 保健指導計画にそって各クラス行っている。 保健指導計画にそって各クラスで行った。
新しい職員も増え、保健指導計画があることを知ら
ない職員もいた。全員に浸透させていく必要があ
る。

保健指導計画のことを伝えることから始める。

ヒヤリハットの検証・分析 乳幼児会議 月１回 ヒヤリハット記録 全体会議で周知、乳幼児会議で検証分析している。 全体会議で周知、乳幼児会議で検証分析している。
全体会議で周知、乳幼児会議で検証分析している。
新園舎になり、分析することも多かった。

次年度も続けていく。

各クラスポートフォリオからの子どもの発達（乳児クラスプレゼン） 全体会議２部 ３回 プレゼン資料
０・１歳まで実施。各年齢の発達、保育を知り合う
良い機会となっている。

０～２歳まで実施。各年齢の発達、保育を知り合う
良い機会となっている。

仮園舎で離れている中でも、乳児保育の重要性をプ
レゼンにより知ることができた。

次年度も続けていく。

コーナー遊び研究 ①幼児 ②乳児
①毎週
②雨の日

①月２回
②月１回

記録 新園舎になり、コーナーの見直しも行われている。
新園舎になり、幼児会議で何度もコーナーの見直し
も行われた。

新園舎になり、コーナーの形から入っていたため、
各コーナーでの遊びの内容の深まりは難しかった。

次年度は、内容にもっと踏み込んでいきたい。

プロジェクト発表（幼児クラスプレゼン・ドキュメンテーション作
成）

全体会議２部 ３回 プレゼン資料
４歳児クラスが発表。４歳の年齢にあったプロジェ
クト発表が職員の学びにつながった。

３歳児クラスを除き、全クラスが実施。３月、３歳
児クラス実施予定。

仮園舎で離れている中でも、各クラスの保育のプレ
ゼンにより全体で繋がることができた位重要だっ
た。

次年度も続けていく。

各クラスポートフォリオ 随時 随時 ポートフォリオ集 随時作成している。
随時作成、ホームページで保護者にも知らせてい
る。乳児会議でポートフォリオ研修も行った。

新人も増え、最初は戸惑いもあったが、目的、書き
方をすり合わせることで、質は着実に上がってい
る。

次年度も続けていく。

チャイルドケアウエブの改善 乳幼児会議 随時 改善結果 改善に向けて意見収集している。
連絡ノートをCCWで行うことが決定。どのような
形で行うか、CCWと連絡を取り合っている。

週案、月案、個人月案などまだ取組みが持ち越され
た部分も多い。

次年度も続けていく。

コーナー記録集 毎週火曜日 週１回 コーナー記録 毎週作成している。 作成の仕方も変え、毎週行っている。 毎週作成、ホームページで保護者にも伝えている。
職員のライブラリーとしてどのような形がいいのか
考え、次年度も続けていく。

保護者対応（保護者支援）

地域貢献

2022年度 みやざき保育園 事業報告

小学校・養成校など学校との連携

地域の子育て支援

ライブラリー（データベース・ファイリング）

LLを柱とした
保育実践と研鑚

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダード）

食育

保育環境

危機管理

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）

委員会活動の強化
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過（半年後） 結果（2月記入） ふりかえり（2月記入） 次年度の取り組み（3月記入）

個人ポートフォリオ発表・プロジェクトの共有 乳幼児会議 ６回程度 プレゼン資料
発表すること、聞くことで子どもの発達の良い学び
となっている。

全体会議で発表することで、各年齢の発達を学ん
だ。

各年齢の保育の発表で、保育のつながりも感じるこ
とができ、遊びの展開にもつながっている。

次年度も続けていく。

サーキット 10,11月 ２回 計画・記録
新園舎になり会長よりサーキット、ふれあい遊びの
研修を全職員員が受け良い学びとなった。

会長よりサーキット、ふれあい遊び研修を受け、幼
児サーキットは全く違う形になった。

サーキット研修後も幼児サーキットについて話し合
い、形も変わっている。

次年度は乳児クラスの人数も増えるので形も考えて
いく。

遊びの達人（ゲーム・積み木等） 幼児会議 随時 幼児会議録 会議の中で行っている。
会議の中で行ってはいるが、ゲームコーナーの形、
種類などの話の方が多かった。

遊びの達人というよりも、年齢ごとのふさわしい
ゲームの選定の話の方が多かった。

大人も楽しみながら、ルールを学び年齢ごとのゲー
ム選定を行っていく。

手袋人形・パネルシアター・わらべ歌・手遊び
お話会

乳児会議
月１回

お話会記録
乳児会議録記録

誕生会・お話会を行うことでの学び、乳児会議で教
えてもらうことでの学びになっている

誕生会・お話会を行うことでの学び、乳児会議で教
えてもらうことでの学びになった。

乳児幼児会議の中での研修の回数は少なかった。 次年度は、研修と会議を分け進めていく。

キャリアアップ研修 随時 随時 修了証
ZOOMの他会場で受ける研修も復活し受けたい研
修を受講している。

キャリアアップ研修だけではなく、コロナ禍でも
Zoomでいろいろな研修を受けることができた。

キャリアアップ研修だけではなく、コロナ禍でも
Zoomでいろいろな研修を受けることができた。

キャリアアップ研修の受講を増やしていく。

宮前区年齢別会議・研修 随時 随時 記録 全員が１回以上受講している。 Zoomでの研修会議に全員が１回は受講した。 年齢別研修で他園の実践はよい学びとなっている。 次年度も続けていく。

宮前区研修・川崎市研修・社協研修・保育連盟研修 随時 随時 記録 ZOOMの為受講できる研修も増えている。 殆どの研修はZoomで参加。
川崎市、宮前区の研修は多すぎて全てを受講するこ
とはできなかった。

次年度も続けていく。

ライジン・新任研修 未定 未定 記録
予定通り実施。新任研修は藤森研修と同日行い良い
学びとなっていた。

予定通り実施。２歳のライジンは新園舎で行い、他
園の職員から認められることで自信にもつながっ
た。

ライジン、新人研修、園自慢共に、見ていただくこ
と、他園を見ること、研修を受けること、園自慢の
作成することで、職員の保育が深まり、自信にもつ
ながっている.

次年度も続けていく。

藤森研修、久保研修、平林研修 月１回 １２回 記録 予定通り実施している。
予定通り実施している。藤森研は乳児の先生の、久
保研、平林研は園長主任の力になっている。

久保研、平林研が全体で行うことになったが、今ま
でとは違った学びになった。

次年度も続けていく。

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラム） ヘキサゴン・スキルアップシート
５月・１０
月・３月

３回
ヘキサゴン・

スキルアップシート
５月実施。引っ越しで10月できなかったため１１
月実施予定。

引っ越しや、保育を整えるのが先決課題となり、半
期の分が年度後半になってしまった。

第１次評価が終了後の評価者の話し合いが、１次評
価者の学びにもなっている。

次年度は期間を守り実施していきたい。

職員面談
４月・１０月

２．３月
３回 面談記録 ５・６月実施。11月実施予定。

１１月の実施ができず、年度後半に持ち越してし
まった。

職員からは、仮園舎、新園舎の引っ越し、新園舎の
保育を作っていった大変さの話ばかりになった。

次年度は期間を守り実施していきたい。

他者評価・職員メッセージ ３月 １回
他者評価表

職員メッセージ
３月実施予定。 ３月実施予定。

他者評価は10年以上行い、良さもあったが、年
長、年中の順で評価されるため、今年度実施なし。

次年度どうするか検討して決定。

メンター・メンティ メンターとメンティーの対話 月１回 １０回 報告書 現在できていない為、これから実施予定。 実施できていない。
今年度から始める予定だったが、新園舎になり他の
話し合いが多く今年度実施できなかった。

次年度は行う。

法人外部評価 第三者評価や施設関係者評価（学校評価）の活用 新園舎マニュアル作成
８月

１０月以降
基本マニュアル 基本マニュアルの変更を行っている。完成は３月。

安全点検、危機管理などの基本マニュアルの変更を
行った。

一つ一つ、危険個所の確認、どうすべきかを決定し
ている。来年度も続けていく。

マニュアルが出来上がるのは、来年度になる。

人件費率マネジメント 適正な配置・業務の見直し 随時 随時
シフト表

職員配置表
新園舎になり、シフトの見直し、業務の見直しを
行っている。

新園舎になり、シフトの見直し、業務の見直しを
行っていった。

延長も増えてきて、シフトの見直し、業務の見直し
も増えている。

定員も変更するため、再度見直しを行う。

積立金確保 積立金見直し 年度末 １回 予算書・決算書
今年度は積立てではなく、新園舎建設に向けての支
払いを行った。

今年度は積立てではなく、新園舎建設に向けての支
払いを行った。

来年度からに向けての、積立金の確保を本部と共に
模索している。

積立金の確保を本部と共に模索していく。

適切な予算立てと予算執行 適切な建て替え予算立て、 随時 随時
月例会計確認

定例会
今年度は積立てではなく、新園舎建設に向けての支
払いを行った。

今年度は新園舎建設の支払いを行った。 新園舎建設の支払いを完了。 今年度で終了。

マネジメント研修参加 随時 随時 資料
キャリアアップ研修でマネジメント研修を受けたこ
とで成長している。

７年目以上のマネジメント研修受講者の全体を見て
いく力は着実についている。

マネジメント研修を受けることで園の中での自分の
役割に気づくことが多く園運営に置いて極めて有効
だと思っている。

次年度も続けていく。

糧・コンセプトブックの活用 乳幼児会議 年１２回
乳児会議録
幼児会議録

読み合わせや感想を言うことで気持ちがよっていく
のを感じている。

理念研修を行い、話し合いをすることで、保育が深
まっている。

後半読み合わせもできないこともあったが、読み合
わせ、話し合いをすることで基本に立ち返ることが
できている。

次年度は会議と研修を分けることで確実に底上げで
きるようにしていく。

情報とテクノロジーを活用した運営
①childcareweb・ホームページ・その他情報の整理
②nstagram、
③ホームページの保護者のページ（ポートフォリオ）

随時 随時
記録
更新

ホームページの保護者のページがお知らせ、ポート
フォリオ、写真の項目になった。

ホームページの保護者のページがお知らせ、ポート
フォリオ、写真の項目になった。来年度から。
CCWの電子連
絡帳へ移行に向けてどういう形で行うか話し合って
いる。

広報の係がインスタを随時挙げていく取組を行って
いる。係だけではなく全員が関わる取り組みになっ
ている。ホームページがおろそかになっていること
があるので気を付けていく。

保護者のページにあげるもの、インスタに上げるも
の
を見極め、次年度も続けていく。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践
①ホームページ・Instagramでの広報（外部向け）
②ホームページ（ポートフォリオ）Instagramでの広報（保護者向
け）

随時 随時
  

更新
週１回Instagramを更新、保護者向けホームページ
も随時更新している。

週１回Instagramを更新、保護者向けホームページ
も随時更新した。

保護者向けホームページは職員の負担にならないよ
うにもしていきたい。

新園舎の魅力を保護者のページ、インスタで伝えて
いく。

関東園長会との情報共有 随時 随時 記録 関東園長会で情報共有している。
急に１名採用することとなったが、他園に応募して
きた人を採用することができた。

情報共有することで困ったときに助けていただいて
いる。

次年度も情報共有を続けていく。。

養成校との連携 随時 随時 記録 連携は続けている。 連携は続けている。 連携は続けているが、今のところ採用枠がない。 次年度も連携は続けていく。

制度の活用と改善（ロビー活動など）採用活動の強
化

ロビー活動 ①新園舎に向けて ②認定子ども園に向けて 随時 随時
計画
記録

新園舎が出来上がったところで１１月に認定こども
園に向けて川崎市と初めての面談を行う。

認定こども園に向けては、川崎市に11月に訪問、
２月には川崎市より、保育課と子ども園担当係長が
来園。話し合いを行った。

すぐに解決がつく話ではないが、子ども園化しなけ
ればいけないと思っている感はあり、気運の高まり
を待っていることも感じられた。

議員、保護者も巻き込んだ活動を行っていく。
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運営強化

人財育成・人事評価

内部研修

研修の充実

法人内研修

外部研修

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

財務

職員面談 （自己評価・他者評価）

採用活動の強化



分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過（半年後） 結果（2月記入） ふりかえり（2月記入） 次年度の取り組み（3月記入）

運営会議・職員会議・カミセブン会議（リーダー会議）・乳幼児会議 通年 ４～１２回 次第・議事録 計画通り実施。カミセブン会議は区の保育実
践コーディネーターと共に行なっている。

計画通りに実施。
クラス会議、カミセブン会議は定期
的に実施でき内容も深めることがで
きた。

会議は定期的に行い、必要に応じて開催
するようにしていく。

教育課程の作成、年案、月案（起案）の作成、実施、振り返り 随時 ２～４回 教育課程・指導計画 随時実施、更新している。 随時実施、変更なし。 定期的に見直しを行なえた。
トピックウェブ形式での月案作成。振り
返りをきちんと行い翌月に活かすように
する。

小グループでのワーク（ECEQ方式） 通年 12回以上 議事録 会議の中で田の字ワーク法が定着。誰でもど
んな意見でも伝えやすくなっている。

後半はワークを利用しなくても、意見を
言い合える会議内容になっている。

定期的に活用することで、会議内容
をより深めることができている。

世田谷区のミドル研修受講者が増え、更
に浸透しやすくなっている。チームワー
ク向上にも繋がるので継続していく。

乳幼児連携副担任制度 通年 通年 議事録
各行事やつばさ組保育でも機能してい
る。

継続的に機能している。
他のクラスへの意識が高いまま継続
することができた。

乳児の職員が幼児クラスを担当をするこ
とで、さらに園全体への意識を高めてい
く。

カミセブン・Ｓ４制度 通年 通年 議事録
常にカミセブンを中心とした保育がなさ
れている。

世田谷区保育実践フォーラム研修に参加した
ことで、会議を継続的に行なうことができ
た。

継続してきたことで、保育内容の話
し合いを深めることができた。

更にリーダーの意識を高め、自分達で考
えて行動するようにしていく。

懇談会（５月クラス懇談会 ２月クラス懇談会） ５月・２月 ２回 懇談会次第 5月は感染者数拡大の為、ZOOMでの開
催。

2月は昼の時間帯にZOOMで開催。クラ
スの半分以上の保護者が参加している。

平日に開催しても、クラスの半分ほ
どは出席している。編集し、録画配
信も行なっている。

5月は対面で行い、2月は平日の昼ZOOM
開催で行なっていく。

保育参加・個人面談・苦情解決委員（弁護士への相談） 通年 １２回以上 面談記録・アンケート
状況により内容に変更はあったが、計画
通り実施及び実施予定。

個人面談は、随時実施。苦情について
は、すぐに対応。

保育参加を予定通り実施。また随時
受け入れを行なっている。

随時参加できるようにし、保護者の保育
理解を深められるようにする。

実習生受け入れ及び実習生からの学び 通年 １２回以上 実習記録 2月に2名実施予定。 計画通りに実施。 計画通りに実施。
要望があれば、来年度も同様に実施す
る。

小・中・高校生の保育体験・地域の学童保育職員との合同研修実施 通年 ２０日以上 記録・アンケート 計画通り実施。 出来る時に実施した。
期間外にも子ども達が自由に来園す
る日が増えた。

来たい時に受け入れられるようにしてお
く。

ハットナラプロジェクト（専門家によるワークショップ・ハットナラ実施） ４月～１１月 １０回 実施計画書・記録 ハットナラに向けてシャケちゃんから手遊び
の研修を受け、自分達で手遊びを作成中。

・計画通りに実施。
・自分達で作った手遊びを動画で配信した。

・シャケちゃん研修は自分達の身に
なるものだった。

・来年度も同様に実施する。
・研修も引き続き出来れば実施したい。

ハタチプロジェックト（卒園児、保護者との連携強化） 通年 １０回 ＳＮＳ
はっとカミング、小学生ボランティ
アを実施した。

ハットナラへの招待、はっとソング
プロジェクトの周知を行なった。

ハットナラには多くの卒園児が参加
していた。

今年度実施した活動を継続して行なって
いく。

子育て支援講座（キッズヨガ・親子ワークショップ・離乳食講座）・一時保
育

通年 １２回以上 計画書・記録
地域向け講座は、少しずつ参加者も
増えてきている。

シャケちゃんLIVE、はっとくら
ぶ、共に集客が増えた。

コロナ禍で離乳食講座や新規イベン
トの実施が出来なかった。

コロナも落ち着いてきたので、地域支援
に力を入れていきたい。

体験保育（育児不安の軽減・出産を迎える親の体験学習） 通年 ６回以上 計画書・記録 前半未実施。 後半、未実施
感染症の拡がりもなく、後半は企画
し実施すべきだった。

コロナも5類に位置付けられるため、定期
的な開催を実施する。

園だよりの発行・ＦＢ・SNSでの情報発信 通年 １２回以上 園だより・ＦＢ 計画通り定期的に、更新している。 随時、発行・更新を行なっている。 計画通りに実施できた。 来年度も同様に実施する。

食育の日の計画実践（イッテ給・行事食・世界の料理・地域の料理） 通年 １２回以上 食育計画書・記録
旬の食材を含んだ献立を取り入れたり、
食材の調理の手伝い等を行っている。

計画通りに実施できた。
旬の食材や行事食について子どもと
対話し、考えていくことができた。

来年度は旬の食材や行事食等の料理の提
供方法を新たに考えていく。

クッキングの実践（カレープロジェクト・味噌作りその他） 通年 １２回以上 ドキュメンテーション
CＰをグループごとに行ない、実践
している。味噌作りも実施予定。

お泊り保育の夕食作りやスイートポテト作り
など、クッキングを実践している。

概ね計画通りに進めている。ありが
とうの会に向けて、CPを実施予
定。

子どもの学びに必要な保育内容なので、
継続していく。

野菜の栽培 ５月～１０月 随時 ドキュメンテーション
各クラスで野菜を決め栽培収穫し、
収穫した食材でクッキングをした。

栽培収穫消費を通じ興味が広がり、
栽培が継続しているクラスもある。

計画通り進めた。野菜の育ち具合で
クラスにより取り組み頻度に違い
あった。

・継続して野菜の栽培を行う。
・子どもが興味ある野菜を育てる事も考
慮する。

エコ（教材・水道・光熱費使用量の管理・消耗品、教材の使用量管理と削
減）

通年 １２回以上 記録
絵本などを通して子ども達にエコを伝えている。職員にも
季節ごとにエコについて促している。

引き続き絵本や表示などを通して子ども
達にエコや物の大切さを伝えている。

教材に関してもっと大切に使うよう
意識出来るよう伝えていった。

園で出来るSDGsの取り組みを子ども、
職員と共に探し実施していく。

図書・おはなし（朗読・読み語り） 通年 随時 記録 随時貸出絵本の入れ替えを行った。
絵本の購入や入れ替えなど定期的に
行う事ができた。

ハットナラに活かしていければというこ
とだったが、担当者が各ブースにバラバ
ラになってしまうので難しかった。

貸出カウンターの購入と本棚の追加は来
年度に行う。

清掃・衛生・消毒 通年 随時 記録
基本的な清掃・消毒は行なえているが、棚の
下など細かい所も注意して行ないたい。

手指の消毒液などしっかり行い、感染拡
大防止に努めた.

計画通りに実施した。 来年度も同様に実施する。

STEM（科学コーナーの充実・数・不思議） 通年 随時 記録
単発の物が殆どだが、順次行っている。
磁石・色水・浮く沈む等をしたが、最近では子ども達のの
方から〇〇したいと提案を受けるようになった。

単発での実験は反響があった。特にジュース
作りは盛り上がった。

ドキュメンテーションなどを出した
のは良かったが、他の職員との連携
をもう少し撮れればと思った。

論文を出せるような定期的な取り組みを
行うのが課題。

園内装飾（各行事の飾りつけ、発信・デザイン） 通年 週１ 記録
季節や行事に合わせ園内を装飾して
いる。

係で計画的に行事ごとで装飾する目
安日を設け、予定通り実施。

付属品の買い足しや長期的に使える
物は購入していく方向で進めてい
く。

来年度も同様に。

音楽・リズム（楽器研究含む） 通年 週１ 記録
音楽遊びやリトミック遊びを常に取
り入れている。

計画通りに実施できた。
日々の生活の中でリトミックを取り
入れたことで継続して実施出来た。

来年度も同様に実施する。

アトリエ（環境設定・教材の研究） 通年 週１ 記録
アトリエの教材整理と家具の配置換
えをし、環境整備を行った。

掃除と整理整頓しかできなかっ
た。

行事で保育者が使う事も多く、整理
整頓・配置換えができなかった。

子ども達向けて季節の素材コーナーや、
各素材のポップを作っていく。

手作り玩具 通年 １２回以上 記録
おままごとで使用している物のリメイクや新
調したい物を依頼し作成してもらっている。

乳児のおままごとの素材を新調したり、劣化
した物の作り変えを進めた。

幼児クラスからのリクエストが少な
かったが、直しの発注は適宜あっ
た。

ボランティアさんに依頼・発注すること
を継続していく。

サーキット（組み方・職員周知・園だよりでの発信） 通年 １２回以上 記録・動画
乳児は動画撮影し、保護者に可視化
した。幼児も進めていく。

計画通りに実施。
乳児クラスで動画作成、サーキット
コースを可視化した。

来年度もクラスを絞って同様に実施す
る。

ヒヤリハット・事故報告書・リスクマネージメント 通年 ４回～６回 記録
5歳児の脳震盪の事故があった際、全体会議
内で話し合ったが、定期開催はしていない。

不定期でリスクマネージメント会議
を実施。

定期的な会議は未実施だったので、
年間で計画的に会議を設け振り返る
時間を作ることが必要だった。

ヒヤリハットの記入形式や見える化を具
体的にすることを検討する。

アレルギー対応 月１回 １２回 記録
月1回のアレルギーチェックを行っ
ている。

計画通りに実施。 計画通りに実施できた。 来年度も同様に実施する。

消火避難訓練の実施・報告・防災用品、備蓄の管理 月１回 １２回 記録・備蓄表 実施は毎月行っている。BCP計画も進んでいるが、どの程
度ブラッシュアップすればよいか、不透明。

備品の表はある程度できた。入れ替えがあっ
た際にどのように数字を管理するかが課題。

避難訓練は計画的に出来た。 消火消防訓練を出来たらと思う。

プロジェクト型保育・教育の記録・ドキュメンテーション 通年 １２回以上 ドキュメンテーション 随時、作成中。 随時、作成発信中。
計画的によりも、子ども達の活動の
姿に合わせて記録している。

定期的に行っているものは継続しつつ、
子どもの姿に合わせて作成していく。

誕生会プロジェクト・プレゼンテーション 月１回 １２回 ドキュメンテーション・ＰＰ
誕生会は随時、作成中。まとめを全
体会で発表を行なっている。

子ども達同士、子どもと大人同士の
対話が深まってきている。

プレゼンテーション後に職員で問い
を深めていく事で次回のプロジェク
トへ活かすことができた。

子どもの発想や発見を大事にし、対話を
深めつつ行なっていく。

サーキット研 月１回 １２回 記録 アルテに月1回指導。サーキットの振り
返りはユニット変更する際に実施。 計画通り実施。

話し合いをする事で職員がサーキッ
トに関して意識を高め、ユニット変
更にも携わっている。

次年度も同様に振り返りを行ない、子ど
も理解を深めていく。

ＤＩＹプロジェクト・木育 随時 月１回以上 記録
必要に応じてDIYで作りものを行
なっている。コーナーの中で木育活
動を行なっている。

つばさ組の子ども達を中心に木
育活動を行っていった。

コマ台や配膳の踏み台など、子ども
達に必要なものをDIYで作った。

引き続き年間を通して木育活動を行う。
次年度はそら組とも行う。

チャイルドケアウェブ・ＩＲＥＳデジタル連絡帳・動画ライブラリー 通年 毎日 ＣＣＷ・ＩＲＥＳ
CCW,IPESを継続利用している。
IPESは不具合が多発している。

度々、システムの不具合が頻発して
いる。

すぐに対応してもらえないことが多
いため、困ることがある。

新システムを考える必要がある。仕事の
効率化が図れるものを使用したい。

ドキュメンテーション（運動会・発表会の取り組み他） ９月～２月 ２回 ドキュメンテーション ミニパラ、パラは作成発信。
発表会は、日々クラスの1日での様
子に発信中。

紙ベースでは提出していないので、
まとめても良いのかもしれない。

来年度も実施していく。

新人研修、公開保育、実践発表、ECEQ 通年 １２回以上 研修記録 随時、実施。 公開保育・実践発表は予定通り実施
新任研修は法人内での扱いの為園内
ではOJTを実施。公開保育は近隣園
を招いて行う。

次年度も同様に行っていく

キャリアパスとファシリテート研修、絵画・造形研修 通年 8回 記録 計画的に実施中。 計画的に実施。
研修を受けたことが実践に結びつい
ている。

来年度も計画し継続していく。

外部研修 世田谷区研修・子どもの文化学校・キャリアアップ研修・オンライン研修 随時 随時 計画書・研修記録 各自、計画的に受講中。 計画的に実施。
オンラインが主だったが、様々な研
修を複数で受講することができた。

来年度も継続して受講していく。

2022年度 世田谷はっと保育園 事業報告

小学校・養成校など学校との連携

地域の子育て支援

ライブラリー（データベース・ファイリング）

LLを柱とした
保育実践と研鑚

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタンダード）

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

食育

保育環境

危機管理

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえり）
スケール（評価）

委員会活動の強化
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保育者の関係性向上（同僚性向上）

保護者対応（保護者支援）

地域貢献

内部研修
研修の充実



分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過（半年後） 結果（2月記入） ふりかえり（2月記入） 次年度の取り組み（3月記入）

外部研修 海外研修2名派遣（レッジョエミリア） 5月ｏｒ11月 計画書・研修記録
未実施（国内でのJIREA研修受講に計画
変更）

レッジョ、スウェーデンの研修を受講
（オンライン）

オンラインが主だったが、様々な研
修を複数で受講することができた。

現地研修を実施予定

新任研修・理念研修 ４月・６月・７月 ３回以上 研修記録
理念研修、運動会研修、藤森研修を
受講。

後期理念研修を予定通り実施。 法人マターで行った。 次年度も同様に実施予定

保育環境スケール・公開保育（ライジン）・ＥＣＥＱ ５月～１２月 ４回～６回 記録 計画通りに実施中。 おおよそ計画通りに実施。
公開保育の必要性を改めて感じるこ
とができた。

継続的に実施する。公開保育後の子ども
の姿をきちんと押さえられるような仕組
み作りを意識する。

スキルアップ支援（スキルアップシートと面談） ４月・９月・２月 ３回以上 スキルアップシート 計画通り実施中。 計画的に実施。
ひとつの目標として自分で決めた課
題に向き合い取り組んでいる。

来年度も計画し継続していく。

キャリアパス制度を基準にしたスキルアップ １０月・２月 ２回 ヘキサゴン 計画通り実施中。 計画的に実施。
チェックのしづらさがあり、カミセ
ブンで内容の精査をしている。

今あるものをベースに精査し、形にして
チェック出来るようにしていく。

職員面談 （自己評価・他者評価） 個人面談 ９月～２月 ３回以上 記録
計画的に中間チェックを実施し
た。

計画的に面談を行なった。
実践を踏まえながら、キャリアパス
の作成を着実に行なっていく。

OJT担当者は目標を把握し、進捗状況合
わせて日頃から話をする。必要に応じて
目標を変更するなど身になるものにして
いく。

メンター・メンティ OJT 通年 随時 記録
随時面談を行ない、個々に話をして
いる。

面談を行ないながら、研修を受
けた内容を実践している。

個々のカミセブンの意識の強化がな
されている。

面談や会議でのファシリテート、職員育
成について学び、自他ともにスキルアッ
プを図ることを継続していく。

受審前の勉強会と書類作成 ７月～９月 １回 受審表 今年度は受審予定なし 今年度は受診予定なし。 今年度は受診予定なし。 再来年度に受診予定。

受審結果の振り返り １０月～３月 １回～２回 評価表 今年度は受審予定なし 今年度は受診予定なし。 今年度は受診予定なし。 再来年度に受診予定。

人件費率マネジメント 職員適正配置 月１回 １２回 シフト表 適正に配置されている。 適正に配置されている。 適正に配置されている。
適正に配置しつつ、ノンコンタクトタイ
ムが取れるようにもしていく。

積立金確保 積立金目標達成・こども園化に伴う改築のための積立 ９月・２月 ２回 予算書・決算書 計画通り執行中。 計画通りに執行
若干の補正はあったが概ね計画通りに執
行。

今年度と同様に計画

適切な予算立てと予算執行 園庭整備（土壌改良、フェンス工事）木製食器の購入 随時 随時 稟議書・収支計算書 園庭整備、木製食器購入済み フェンスは未実施 未実施事業は次年度計画にする。 フェンス工事を次年度行う。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

理念研修・カミセブン、Ｓ４制度による運営強化、ファシリテート力強化 毎月 １２回 事業計画書 計画通り実施中。 ほぼ、計画通りに実施。 ほぼ、計画通りに実施。 来年度も継続して実施する。

情報とテクノロジーを活用した運営 ＩＣＴ化・ＦＢによる情報発信と情報収集・ＰＣマイスター活用 随時 随時 ＳＮＳ・ＨＰ
zoom等を利用しリモート会
議、研修、保護者会を実施。

職員の技術が向上。 ほぼ、計画通りに実施。 来年度も継続して実施する。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝実践 メディアによる地域発信・公開保育・実践発表会への参加 随時 随時 ＳＮＳ・ＨＰ 随時更新、実施中。 定期的に随時更新中。 定期的に随時更新。 来年度も継続して実施する。

採用活動の強化 養成校教員との関係の構築 通年 随時 求人票・ＨＰ・SNS 求人サイトへの掲載、又は就職フォーラムへ
の参加。

実習生の受け入れ及び、研修の受講。 計画通りに実施。 来年度も継続して実施する。

制度の活用と改善（ロビー活動など） ロビー活動の強化（自治体・厚労省との関係強化、有識者との関係強化） 通年 随時 各種団体会議・園長会 有識者、政治家との関係を構築中 有識者との関係が強化された。 政治家との関係が築かれていない。
民保連役員の継続・区議会議員との関係
強化
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第三者評価や施設関係者評価（学校評価）の活用
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財務

人財育成・人事評価

法人外部評価

研修の充実

ヘキサゴン （スキルアップ支援プログラム）

法人内研修











分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり（2月記入） 次年度の取り組み（3月記入）

児童が主役となれる環境設定、活動時間・場所の
保障 他児を認められる教育 高学年によるリー
ダーシップ力育成

運営会議 １０回 運営会議議事録
予定通り実施している。糧を活用して
職員の意識改革、加えて、児童の姿や
役割など話し合っている。

糧を繰り返し読み合わせをしていく中
で職員が児童を思う気持ちや信じる
心、その他、保育環境を通して児童の
居場所の保障を心掛けている。

児童主役を念頭に置きながら、多くの
場面で一部を任せて児童主役の場面を
作っていたにすぎなかった。

児童が自ら企画、運営から携われる機
会をもてるような職員が意識改革を
し、児童が主役になれる環境を目指
す。

学童運営会議 毎月 週１回 運営会議議事録 予定通り実施している。 毎月実施し、情報共有を行った。
児童の様子、行事内容、研修内容の周
知など行った。

月目標を掲げたり、個々の日の目標を
口にしたりして、保育に向かう気持ち
を高める。

保育者の関係性向上（同僚性向上） ①打ち合わせ会議 ②場面記録 ③グループ討議
①毎日
②③随時

１０回 記録

①長期休み以外は14時から実施し、
前日の振り返りや当日の保育について
話している。
②③実施できていいない。

①は糧の読み合わせは習慣化し、輪番
制で読んでいる。②③は全員が毎日の
ように顔を合わせるので情報共有でき
ている。

10月以降小学校まで児童の迎えが無
くなり、ほとんど毎日情報を共有でき
ている。

継続して実施していく。

保護者対応（保護者支援） ①学童保育 ②個別懇談会
①随時

②学期に１回
①随時
②３回

記録
①実施できている。
②小学校の個別懇談に合わせて実施し
ている。

継続して実施している。また、児童の
様子をホームページに掲載し、コー
ナーの様子の見える化を図った。

②の個別懇談会の参加者が少ない。年
に1～2度のことなので、日程なども
考慮し参加を促す。

今まで実施していなかった土曜日や平
日の午前中。また、指定期間以外での
受け入れについても検討する。

交流会（コーナー・小規模園・こども園・小学
校・中学校）

随時 随時 記録

小学校・中学校との交流は実施できて
いないが同法人の施設とはコロナの状
況下であっても調整をしながら実施で
きた。

実施できなかった。 実施できなかった。
コロナは5類に移行するので、各施設
と連携を図りながら積極的に実施し、
児童の体験、経験につなげていく。

トライやるウィーク・ワークキャンプ・小学校校
長との情報交換会

不定期 ６回 記録
コロナの影響があり実施できなかっ
た。

実施できなかった。 実施できなかった。

灘の浜小学校長にコーナー長が泊（灘
の浜コーナー長が兼務）することを伝
え、今後もより一層の協力体制で臨む
ことを伝える。

ボランティア受け入れ ７・８月 随時 案内
ボランティアの希望者がいなかった。
いたとしても状況で受けられてなかっ
たことも考えられる。

実施できなかった。 実施できなかった。
養成校に連絡を入れを実施し、ボラン
ティア期間終了後、アルバイトへつな
げていく。

けん玉の会 通年 月１回 案内
外部講師が依頼できなくなり、実施で
きていない。後期は他施設の職員に依
頼予定。

実施できなかった。 実施できなかった。
けん玉遊びとして実施していき、夏休
みにオプションとして講師依頼を検討
する。

食育 クッキング 毎月 月１～２回 計画案 コロナの影響を受け実施していない。 実施できなかった。 実施できなかった。
時期を見ながら、児童とともに身近な
食材を用いて実施していく。

飼育・栽培（生きもの・植物）・・・当番活動へ 通年 随時 記録
金魚やメダカなどの生き物の餌やりな
どで当番活動を行っている。

児童に声をかけて希望する児童に当番
を任せ、子ども達自身で日程を話し合
い実施した。

継続して実施した。
飼育・栽培係を希望する児童を募り、
担当を交えて進める。

制作（手作り玩具・プレゼント・飾りなど）、廃
材の活用

通年 月１回実施
計画と児童への

紹介

自由制作ができるようにしているの
で、材料の準備はしたが、計画までは
立てていない。

作品制作後の片付け、材料管理、道具
管理など職員が介入しないと難しい。

片付け後に帰りの会が始まるので、こ
まごまと児童に声をかけている姿が見
られた。

子ども達自身が状況を判断し、自分た
ちで話し合い決定していく。

室内遊具・玩具の安全チェックと個数確認、図書
コーナーの充実

通年 随時 記録
子ども達の遊びの様子を見ながら、必
要な遊具やコミック本、図鑑を検討す
る。

10月から子育て支援事業を実施した
ので、親子向けの遊具、絵本なども購
入した。

保護者からも要望を受け止とめ、自宅
で使っているようなものも購入した。

子育て支援事業を週に2日日から4日
間に増やすので、必要なものを検討し
充実を図る。

エコ 節電・節水・消耗品の活用方法の検討 随時 随時 振り返り 振り返りはできていない。
普段から、水道光熱費に関しては職員
に節電、節水の協力を伝えている。

10月から午前中に子育て支援事業を
始めた。午前中にも水道光熱費がかか
るが、特にエアコンは室温調整ができ
ていなかった。

こまめな室温調整をしていく。

ヒヤリハットの定期見直し、作成 ９・３月 年２回 記録・議事録
日常的にヒヤリハットの確認をしてい
る。

延長後、打ち合わせ会議前など細かな
チェックを行っている。

継続している。
継続していき、気になる点は全員に周
知し、早めに改善する。

職員の健康診断（予防接種・定期健診・生活習慣
病予防検診）

５月
（はっとこども

園）
年1回 健診記録

例年通りはっとこども園で健康診断は
実施している。

実施済み 実施済み
はっとこども園と連絡を取りながら5
月中に実施する。

避難訓練（火災・地震・津波・消火訓練）不審者
対策訓練

月１回 ①月１回実施
①避難訓練実施報

告書

火災、地震、不審者対策（職員対象）
津波（なぎさと合同）の訓練を実施し
ている。

地震・火災、津波、大雨などは施設で
実施。不審者侵入、交通安全教室など
は葺合警察の協力を得て実施。

学童児童対象だが不審者対策は灘警察
に依頼して職員対象で実施した。

継続する。職員間での振り返りにもつ
なげる。

ホームページの活用 月２～３回 月１回実施
職員による
ネットアップ

10月下旬から午前中に子育て支援事
業を実施し始めて、掲載回数を増やし
た。

職員育成を主眼に置き、10月から実
施した親子館事業を中心に2名の職員
で週に1日も目標に掲載した。

継続している。
コーナーの児童の様子も掲載も増やし
ていくようにする。

ＡＥＤ・アナフィラキシー対応・熱性けいれん なぎさＧ １回 運営会議議事録
実施できていない。担当と相談して日
程を決めていく。

実施できなかった。 実施できなかった。
なぎさGとして、消防署に依頼し、講
師派遣を要請し､落ち着いた対応がで
きるように知識や知恵を身に付ける。

ライブラリー（データベース・ファイ
リング）

保育室・図書コーナーの充実 通年 随時
打ち合わせ会議内

での報告

おもちゃ、コミック本については子ど
も達からの要望も取り入れ検討してい
る。

玩具、おもちゃ、絵本などの点検し、
廃棄、買い替えなどをこまめに行えて
なかった。

友達とまた一人ででも好きな遊びを見
つけて、快適に過ごせるような環境作
りが不十分だった。

児童に意見箱でアンケートを取り、要
望を受けとめ、職員で検討後購入し環
境を整える。

ライジン 施設間交流 6月・11月・3月 年３回 振り返り
ヘルプも含めて、積極的に他施設との
交流をしている。

岩屋コーナーの職員が稗田コーナーへ
ヘルプに行くことが増えて交流を実施
するのが難しくなった。

慌ただしさを理由に実施できなかっ
た。他の施設を見る、話を聴く、感じ
気づくことで、職員にとってメリット
になるので、どうすればできるかとい
うことを考えたい。

外部講師と 顧問の施設視察や
施設規模に合わせたリーダー職員の交
流（1週間）を実施し、資質向上に努
める。

制作物作成（掲示板用・壁面用他） 毎月 月１～２回 掲示
子ども達が制作したものを貼れる場所
を用意し、美術館として他児に診ても
らえるような仕掛けをした。

季節によってテーマを決め、児童が創
意工夫を凝らした作品ができた。

職員がテーマを決め児童は用意された
材料を使って作成していた。

児童と相談する時間を設け、夏休み前
までは職員主導で進め、以降は児童間
でテーマを話し合える機会を持たせ
る。

外部研修 社協・青少年課の各種研修 随時 随時 研修報告
研修の案内を回覧し、希望者を募った
り、指名して受けてもらったりしてい
る。

報告書を作成し、打ち合わせ会議、運
営会議内で報告した。

殆どの職員が出勤しており、周知しや
すい環境にある。

研修報告書にチェック表を添付し、期
限を決めて周知徹底する。

2022年度 岩屋学童保育コーナー 事業報告
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理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタ
ンダード）

地域貢献

小学校・養成校など学校との連携

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

委員会活動の強化

保育環境

危機管理

LLを柱とした
保育実践と研鑚

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえ
り）
スケール（評価）
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研修の充実



分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項 途中経過（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり（2月記入） 次年度の取り組み（3月記入）

研修の充実 法人内研修 児童館・コーナー等の保育環境・保育実践 通年 随時 研修報告
他施設へは行けているが、施設の規模
的なもので、大きな変更は難しい。

岩屋コーナーの職員が稗田コーナーへ
ヘルプに行くことが増えて交流を実施
するのが難しくなった。

他の施設を見る、話を聴く、感じ気づ
くことで、職員にとってメリットにな
るので、即実行する。。

外部講師と 顧問の施設視察や
施設規模に合わせたリーダー職員の交
流（1週間）を実施し、資質向上に努
める。

目標チャレンジシートのチェック 6月・11月・3月 年３回 記録 実施できていない。
館長との面談時に活用。自分の得手な
もので他の職員に共有したり、児童と
触れ合う時間をもつように話した。

チャレンジシートを活用して面談する
ことで、具体的に児童との触れ合い
チャレンジシート活用すると職員も話
しやすそうだった。

初回の面談からチャレンジシートを活
用して、職員が思いを伝えやすいよう
にする。

スキルアップ支援（ホームページ・折り紙・ゲー
ムあそび）

前期・後期 年2回 評価表
後期から採用した。保育技術面のみな
らず、こども理解の面でも向上を目指
す。

実施できなかった。
人にとってスキルアップしたいことが
違い、職員に時間を宛がうことが難し
い。

どのようにすれば実施できるのか検討
し、提案する。

職員面談 （自己評価・他者評価） 館長と面談
６月・11月・3

月
年３回 面談記録

11月以降はスキルアップシートを活
用して面談予定。

実施できなかった。
パート職員が勤務内で、苦手なもの・
ことを克服する時間を活用するのは難
しいと感じた。

得手、不得手、子ども達とどのような
かかわりをしたいなど自由記載の用紙
を用意し、職員の思いを後押しするよ
うな話し合いにした。

職員一人ひとりが子ども達とともに、
活き活きと生活できるように役割分担
をする。

人件費率マネジメント 適正な職員配置 会計打ち込み時 月１回確認 会計データ
親館のなぎさで一緒に確認をしてい
る。

会計職員を配置することで、会計処
理、事務業務がスムーズに進んでい
る。

効率よく業務が進んでいる。 継続していく

適切な予算立てと予算執行 財務会議 補正時期・年度末 ２回 決算報告書
毎月、執行率を確認し、極端に突出し
ているものがないか確認している。

継続して行った。
極端に突出している項目については事
務職員と確認している。

継続する。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

コンセプトブック・マネジメントブック・糧を
使った読み合わせ

毎月 １２回 会議議事録
予定通り実践している。糧を毎日の打
ち合わせ会議の中で読み合わせをして
いる。

継続して行った。
輪番でまわし、どうして選んだのかな
ど、選んだ理由も伝えあった。

土曜日、長期休み、代休など児童が午
前中から来館するときは読み合わせが
できないが、平常時は継続して実施す
る。

情報とテクノロジーを活用した運営 iPadの導入・ＩＣＴ導入 随時 通年
情報共有
振り返り

写真を撮ってHPに掲載したり、児童
の入退室管理で活用し、非常に役立っ
ている。

継続して活用している。
ipadは、施設内だけの活用にとど
まってしまったが、情報交換のツール
として使えるのか検討したい。

一度に6施設で実施するのではなく、
なぎさGで実施してから原田Gで実施
するという順序で行い、無理なく進め
ていく。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣
伝実践

ホームページの活用 随時 随時
原則月１回
の広報活動

HPでは午前中の親子館事業、午後か
らの学童・一般来館者の活動などを週
に1回以上掲載している。

10月から午前中に週2回子育て支援
事業を実施し、掲載回数を増やした。

継続している。
10月から午前中、子育て支援事業を
行っているので、ＨＰ掲載は週に1回
程度掲載を継続し、見える化を図る。

採用活動の強化
地域児童課訪問・ボランティア等連携大学へのは
たらきかけ

随時 随時 案内・面接
親館のなぎさで地域児童課等と連携を
取っているが、岩屋では特に行ってい
ない。

学生も含めて全員継続希望を申し出
た。

必要になれば、職員採用は知り合いの
方を優先するが、難しければタウン
ワークに依頼する。

特になし。

制度の活用と改善（ロビー活動など）
ロビー活動の強化（こども青少年課・地域自治
体・近隣児童館へのアプローチ）

随時 随時 案内・記録
親館のなぎさとの間では連絡を取り
合っている。

継続して実施した。
各所へ連絡するときは、極力文字とし
て残すことを基本として、メールでの
やり取りを行った。

なぎさG、原田GのＷ館長として、他
の児童館との情報共有をしたり、会
議、イベントごとにも積極的に参加
し、協力体制を取る。
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運営強化

人財育成・人事評価

ヘキサゴン （スキルアップ支援プロ
グラム）
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・場所 実施回数 担当者 確認事項 途中経過（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり（2月記入） 次年度の取り組み（3月記入）

児童が主役となれる環境設定、活動時間・場所の保
障 他児を認められる教育 高学年によるリーダー
シップ力育成

随時・長期休み初日 随時 記録

誰がどこにいるか分かるボード
（だれどこボード）を設置。外遊
びに行く際の片付け確認をこども
同士で行えている。

誰どこボードを設置した事でだれ
がどこで何をしたか見える化でき
た。今後も継続する。

年度の途中で出た課題に対して職
員間で意見を出し合い、環境構成
ができた。

こどもの意見を取り入れる機会
（月１回程度）を設ける。

職員役割別委員会の設置 毎月 最低１０回
議事録

申送りノート
各職員が役割を理解し、行動でき
ている。

各委員会で振り返りとルーティン
を書き出し、来年度に向けてアッ
プデートできた。

毎月の会議で発言してもらい、職
員の役割意識を高めることができ
た。

社保加入職員により役割を与え、
無駄のない職員配置を実現する。

保育者の関係性向上（同僚性向上） 場面記録、グループ討議 毎月 最低１０回 記録
実施できていない。11月より毎月
１回４５分で実施する。

12月、1月が実施できなかった。
今後はシフト作成時に実施日を明
記する。

実施することで保育の振り返りや
灘の浜としての保育の方向性を意
識共有できた。

今年度同様にエピソード会議を通
してこどもとの関わり方の方向性
を模索。職員の疑問に全員で意見
を出し合う空気感を意識する。

保護者対応（保護者支援） ①個別懇談会②保護者説明会
①６月、12月
②２月～3月

①年2回
②年2回

（継続、新規）
記録

①1回目実施。2回目は今後実施予
定。
②今後実施予定。

懇談会は2回実施できた。来年度
も同様に実施。
3/4、11に新規・継続説明会を実
施予定。

来年度も同じ回数でよい。
施設長だけでなくリーダークラス
職員にも保護者面談など関わる機
会を設ける。

交流会（コーナー・小規模園・こども園・小学校・
中学校）

随時 随時 記録
なぎさ児童館夏祭りに参加。土曜
日はっとこども園との合同保育の
実施。

クリスマス会でもはっと職員にサ
ンタ役をしてもらい反対にはっと
のサンタを泊が担当。交流を継続
している事で浸透して来ている。

小学校教員とは随時交流ができて
いる。地域とのかかわりの機会を
増やしたい。

情報交換など必要な際は、後回し
にせずに即座に互いの施設間を行
き来し対応していく。

校長との情報交換会 毎月 12回 記録

毎月は実施できていないが、随時
必要な情報交換は実施している。
各学年担任共、随時情報共有をし
ている。

途中経過と同様。 今年度同様随時実施する。 都度、情報交換していく。

ボランティア受け入れ 随時 随時 案内 実績なし。 実績なし。 実績なし。 実績なし。

市民図書ボランティアとの関係構築 長期休業日 6～8回 写真
保護者懇談の際に貸し出ししても
らった。今後の交流について協議
途中。

長期休みの際に、コーナー職員の
休憩室として借りられないか協議
中。

意見交換の機会を持ち、情報交換
する。

保護者面談などの際に市民図書室
を利用させてもらっていく。クラ
ブハウスも同様。

（館外）子育てサークル 学期毎 ３回 記録 12月に実施予定。
12月と2月に実施。0～2歳の親
子を対象に泊が親子遊びえを実
施。

今年度同様学期ごとに参加する。
ぱんだっこクラブに年間2～３回
伺い、親子遊びを実施する。

居場所づくり事業 学習支援（脇浜・灘浜） ４月～３月 週２回
案内・記録
補助金申請

特になし 実績なし。 実績なし。 実績なし。

道具を使う活動（縄跳び・フープ・ボールなど） 通年 随時 振り返り 常時実施。
コロナ包括費で外遊びおもちゃを
購入し、遊びの幅が広がった。

外遊び充実のために随時必要なも
のを購入する。

来年度も包括経費を元に外遊びの
玩具を都度購入していく。

道具を使わない活動（鬼ごっこ・かくれんぼなど） 通年 随時 振り返り
鬼ごっこ用にゴムバンドを購入。
毎日実施。

特になし
全体で鬼ごっこなど全員遊びを実
施。

研修などで学んだ遊びを積極的に
実施する。

飼育・栽培（生きもの・植物）・・・当番活動へ 通年 随時 写真
８月～10月上旬までトカゲを飼
育。

10月以降実績なし。
職員間で何が飼育可能か検討し、
6月ごろから飼育を開始したい。

夏休み前に飼育を開始したい。何
を飼うかは未定。

制作（手作り玩具・プレゼント・飾りなど）、廃材
の活用

通年 月１回実施 写真

毎月、職員が輪番で実施。廃材工
作の日（クラフトタイム）として
毎月週2回（月・水、火・木）で
実施。

途中経過と同様。 来年度も毎月実施。 毎月実施する。

室内遊具・玩具の安全チェックと個数確認、遊戯
室・図書室の備品の充実

通年 随時 写真 机消毒の際に確認、点検を実施。
アルコール消毒から次亜塩素酸水
（クリーンリフレ）に移行。

クリーンリフレで実施する。 毎月チェックを実施。

エコ 節電・節水、消耗品の使用方法の検討 随時 随時 振り返り 戸締りチェック表にて毎日確認。 途中経過と同様。 途中経過と同様。 戸締りチェック表を活用。

ヒヤリハットの作成、定期見直し 毎月 11回
記録
議事録

毎日のミーティングで情報共有。
職員周知を図る。

途中経過と同様。 途中経過と同様。
申し送りノートや日々のミーティ
ングで職員間共有する。

職員の健康診断（予防接種・定期健診・生活習慣病
予防検診）

５月（はっとこども
園）

年1回 健診記録 はっとこども園と合同で実施。 途中経過と同様。
来年度も5月にはっとこども園と
合同で実施。

5月にはっとこども園にて実施。
11月頃にインフルエンザ予防接種
を実施。

避難訓練（火災・地震・津波・消火訓練）不審者対
策訓練

月１回 ①月１回実施 避難訓練実施報告書 実施できていない。
1月、2月に実施。地震を想定し小
学校体育館まで避難し経路確認を
おこなう。

令和5年度は毎月実施。防災委員
会も設立し年間計画を立て実施す
る。

毎月実施。グーグルドキュメント
で実施後１週間以内に振り返りを
書き込む。

リーダー会議 月1回 11回 議事録 毎月実施。 途中経過と同様。 途中経過と同様。
6施設共通の話題を随時、議題に
取り上げ検討、決定。各施設に落
とし込む。

ＡＥＤ・アナフィラキシー対応・熱性けいれん ６月・12月 2回 記録 実施できていない。 実施できていない。
なぎさGで年度2回実施を計画す
る。

7月と10月に実施で調整する。

ライブラリー（データベース・ファイリ
ング）

HP・iPad・共有フォルダの活用 随時 随時
記録

申送りノート
毎月更新。共有フォルダも随時活
用。

毎月の更新ができていない。
広報委員会を設立し、担当職員が
毎月更新する。

HPは担当職員を配置し、月2回更
新。10月から毎週更新を目指す。

保育環境

2022年度 灘の浜学童保育コーナー 事業報告

小学校・養成校など学校との連携

地域の子育て支援

LLを柱とした
保育実践と研鑚

理念に基づいた
教育・保育

教育・保育方針
(同年齢の活動・異年齢の活動Ｗスタン
ダード）

ボランティアプロジェクト
（対外、対内、両方とも含む）

危機管理

ラボ（実践＝学び）（研究＝ふりかえ
り）
スケール（評価）

ア
カ
デ
ミ
ー
（

保
育
&
教
育
の
質
の
向
上
）

委員会活動の強化

校庭あそび

地域貢献



分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・場所 実施回数 担当者 確認事項 途中経過（半年後）
結果

（2月記入）
ふりかえり（2月記入） 次年度の取り組み（3月記入）

理念研修 4月・10月 年2回 振り返り 2回目が実施できていない。 途中経過と同様。
実施方法は検討中だが、年度内で
2回実施予定

9月に実施予定。年度で1回。講師
は会長と児童館相談役。

制作物作成（掲示板用・壁面用他） 毎月 月１回 掲示 担当を決めて実施。 途中経過と同様。
今年度同様、委員会職員を中心に
毎月実施する。

担当職員を2人⇒3人に増やし個人
負担を軽減して実施する。

外部研修 社協・青少年課の各種研修及びその他研修 随時 随時 研修報告 随時参加。 随時参加。 随時参加する。 随時参加する。

法人内研修 計画に基づき参加 随時 随時 振り返り・記録 花園会研修参加。 途中経過と同様。 計画に基づき参加。 計画に基づき参加。

スキルアップ支援プログラム
スキルアップ支援（パソコン・制作・ゲームあそ
び）

随時 随時 振り返り
職員間で教え合い、学生職員から
PC操作方法をレクチャーしてもら
う。

ロケーションシステム構築。学生
職員からのレクチャーを実施。

研修や職員間レクチャーを通して
スキルアップを目指す。

個人目標シートを書いてもらう。
それを元に年間3回、職員面談を
実施する。

職員面談 （自己評価・他者評価） コーナー長と面談 ６月・12月・2月 年３回 面談記録 6月、11月で実施。 途中経過と同様。 他者評価の実施方法を要検討する
個人目標シートを書いてもらう。
それを元に年間3回、職員面談を
実施する。

メンター・メンティ 年度途中より実施。 途中経過と同様。 今年度同様。

人件費率マネジメント 適正な職員配置 会計打ち込み時 月１回確認 会計データ 実施できている。 実施できている。
今年度同様、適正配置を心がけ
る。

今年度同様、適正配置を心がけ
る。

適切な予算立てと予算執行 財務会議 補正時期・年度末 ２回 決算報告書
毎月、執行率を確認し、極端に突
出しているものがないか確認して
いる。

途中経過と同様。 途中経過と同様。
事務員と都度相談し、適切な執行
を心掛ける。

人財定着化と個々の底上げ方法
（マネジメントブック糧の活用など）

コンセプトブック・マネジメントブック・糧を使っ
た読み合わせ

毎月 １２回 会議議事録
毎月はできていない。11月より実
施。

11月より職員会議の際に、毎月実
施できている。

毎月糧の読み合わせとドキュメン
テーションの実施。

職員の不安や不満を放置しない。
個々に役割を与え「やりがい」を
感じられる状況を作り出す。

情報とテクノロジーを活用した運営 iPadの追加導入及びこどもの活用 上半期 随時 記録
行事に活用。ミマモルメに活用。
日々の記録写真撮影に活用。

クリスマス会ダンスやギター練習
の際に使用。こどもの遊びに使用
できている。

iPadの有効活用。及び実践方法の
検討。

第一にペーパーレスを意識する。
IPadやホワイトボードを使い、
ペーパーレス化を目指す。

園の魅力を伝わらせるための広報・宣伝
実践

HPの活用 月1回 最低12回 UP記事 毎月アップ済み。 毎月の更新ができていない。
広報委員会を設立し、担当職員が
毎週保育内容を発信する。

広報委員会を設立し、担当職員が
毎週保育内容を発信する。

採用活動の強化 HPの活用 随時 随時 記録
3件問い合わせあり。随時面接を
実施。

1月～2月にかけてタウンワークに
て採用強化。

必要に応じて採用活動を実施す
る。

必要に応じて採用活動を実施す
る。

運営強化

人財育成・人事評価

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

財務

ア
カ
デ
ミ
ー

&
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

研修の充実

内部研修









分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果（2月記入）
ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

０・１・２歳児のカリキュラム（年間カリキュラ
ム・期案）の情報交換

３か月に1回
施設長会議

年４回
年間カリキュラム

期案
共有することや気になる点があれば施設
長会議で議題に挙げている。

議題によっては臨時で施設長会議を開催
し、即時対応、話し合いの場が持ててい
る。

施設長間でしっかりと共有が出来た。 次年度も３か月に１回開催予定。

期の振り返り 各期の最終週 年８回 期の振り返り

なのは・はらだは、期末の週案会で行
なっている。
元町はっとは、期の振り返りが浸透して
いないので、今後は時間を設けて行な
う。

期末に週案会の後、期の振り返りを行
なった。

子どもの姿を１～２か月のある程度長い
期間で捉え、職員間で共有することがで
きた。

次年度も引き続き行ない、子どもの育ち
や保育の課題を共有していく。

週案会議 毎週木曜日 週１回 週案
毎回意見を出しあい、共通理解して次に
繋げている。

週に１回行なうことができた。
子どもの発達など、細かい変化も共有し
やすく、それに伴った環境の工夫も取り
組むことができた。

次年度も継続して、週に１回行なう。

ケース会議（エピソード） 毎月 月1回 議事録
月1回の小規模検討会や他のエピソードで
気になることをその都度話している。

毎月各園輪番でエピソードを出し合い、
定期的に行なえている。

今ある子どもの姿から、育ちや捉え方、
関わりなどの視点を皆で考え、共有する
機会となった。

５月～２月の年10回開催で行なう。

場面記録、場面ビデオ検証 半年に1度 年２回 議事録

なのは・はらだは、6月に実施。後期１１
月に実施予定。
元町はっとは、その場にいた職員全員で
場面の検証を都度している。

なのは・はらだは、予定通り１１月に後
期分を行ない、年２回行なうことが出来
た。
元町は、時間を設けて事例を取り上げて
の検証はしていない。

姉妹園での生活やあそびの様子を見るこ
とで、自園の課題がわかったり、アドバ
イスをもらうことが出来、良い機会と
なった。

次年度は、小規模4園で実施予定。

保護者親睦会（保護者顔合わせ） 4・12月 年２回 日案・振り返り
なのは・はらだは、６月にzoomで行な
う。
元町はっとは行なっていない。

2回目は1月に開催。計2回実施。
1回目は保育内容中心、2回目は保護者同
士の親睦をねらいとし、内容を変えるこ
とでそれぞれ有意義な内容となった。

元町はっとは、次年度より年２回春と秋
に実施予定。
なのは・はらだは、春と冬に実施予定。

個人懇談（保育参加時）
はらだ・なのは10

月
元町はっと随時

随時 保護者振り返り

元町はっとは、10月・11月の保育参加
で実施。
なのは・はらだは、１１月保育参加時に
実施。

なのは・はらだは、11月に実施すること
ができた。
元町はっとは、保育参加時に実施した。

保護者に園での子どもの様子を知ってい
ただいたり、家庭での姿など情報交換す
る良い機会となった。
発達記録の担当者が行なうことで、より
密に話ができた。

次年度も実施したい。

３園…なぎさグループ・原田グループとの交流会 ８月 ２回 日案・振り返り

日程確保が難しく、同日でamなのは、
pmはらだとなったが問題なく交流でき
た。人数が8名程と多かったが、いろんな
子ども同士の関わりがあり良かった。元
町はっとは、施設内でコロナ陽性者が出
た為今年度は中止。

なのは・はらだは予定通り実施できた。
なのは・はらだは、コロナ流行で日程が
調整が難しかったので、次年度は早めに
日程を確保するようにする。

元町はっとは、児童館の夏休みを利用し
て８月に実施予定。児童館館長と話し合
い決める。
今年度同様に、夏休み中に交流を実施す
る。

はらだ・なのは…だいな幼児園へ ①体育あそび
②行事参加

①毎週
②8月

①月4回
②随時

週案
行事日案

夏祭りは人見知りがあり、1歳児の参加は
難しかった。2歳児は喜んで参加し幼児と
関わりを持てていた。日頃からもう少し
触れ合える機会を持てるとさらによいと
思う。

低月齢児は小規模園でも十分に活動でき
ていたため、1歳児は高月齢のみ2歳児と
共にサーキットを行なった。

2歳児と1歳児高月齢児はだいなで活動す
ることに期待を持っていた。1歳児は無理
のない範囲で参加するようにした。

夏祭りは行事のねらいや発達段階を考慮
し、2歳児のみの参加にする。サーキット
は、2歳児のみでスタートし、今年度同様
に無理のない範囲で1歳児の参加を試み
る。

元町はっと…神戸ゆたか園へ 毎月 月１～２回 週案
月に2回、定期的に行ない交流がもててい
る。

継続して月２回、交流をしている。

交流の回数が増えるごとに、子ども達の
中にもどんな遊具があるかが分かり、ゆ
たか園に行くことを楽しみにする姿が見
られた。

次年度も引き続き行ない、交流の機会を
もつ。

元町はっと…元町商店街夜市出店 商店街 年1回 日案
まといれとコインすくいを計画。準備を
すすめている。

まといれとコインすくいを出店。予想を
大きく超え、200人余りの方が利用。多
くの方で賑わった。

次年度も開催であれば出店を検討し、自
園のアピールと地域貢献を目指す。

今年度初の出店で元町夜市の様子がよく
分かったので、次年度は内容の見直しを
行ないながらさらに盛り上げていきた
い。

元町はっと…こどもライブ 商店街 年３～４回 日案
POPなどを作ることで保護者の方に参加
していただくことができている。地域の
方も足を止め見て頂けている。

12・1・2月の冬の期間は天気の都合に
より開催を見送った。

地域との交流の機会にもなり、楽しみに
来られる方もおり、和やかな会が行なえ
ている。

次年度は年間行事に組み入れ、１年間の
スケジュールを商店街側に掲示する。

地域の子育て支援 一時預かり 通年 通年 一時保育利用報告書

なのは・はらだは、非定形利用が少ない
ため、全体数は少なめになっている。元
町はっとは、今年度は登録数が減少、全
体数も大幅に少なくなっている。

元町はっとは、秋以降、登録利用人数が
かなり増加した。
なのは・はらだは、後半に非定型利用が
増えたため２園間で調整してどちらか空
いている方に予約を取れるように連携し
た。

元町はっとは園児募集チラシで一時保育
の募集も同時に行なったことが結果につ
ながったと思われる。
なのは・はらだは、非定型の保護者に入
園を勧めるようにした。

元町はっとは非定型利用の方も多くいる
ので、在園児化をすすめてみる。一時保
育を通して、地域のつながりを大切にす
る。
なのは・はらだは、現在利用中の方は全
員次年度行き先が決まっている。14名受
け入れに伴い、一時保育は実質ストップ
になる。

よい子ネット管理、災害時対策（非常食管理） 通年 通年 よい子ネット
新しくBCPを作成した。年間を通して、
随時更新していく。よい子ネットは、保
育士も操作できるようにした。

手紙の配布と同時に配信も行ない、よい
こネットの浸透につなげた。

元町はっとは、実際に保護者がどのくら
い内容を把握出来ているかが今後の課題
である。
なのは・はらだはよい子ネットが浸透し
ている。

元町はっとは、よいこネットを保育士も
操作できるようにする。
なのは・はらだは、災害時だけでなく日
常の情報発信をよい子ネットメインで行
なっていく。

①避難訓練（火災・地震・水害・不審者・消火訓
練）
②緊急時対応訓練（ＡＥＤ・アナフィラキシー対
応・熱性けいれんなど）

通年 毎月

①避難訓練実施報告
書

②緊急時対応訓練報
告書

なのは・はらだは、８期に分けて計画通
りに実施している。
元町はっとは、①は日中の想定が多いの
で朝・夕の想定も行なっていきたい。

①朝夕の想定で実施した。②全体会の時
に職員全員で確認・共有が行なえてい
る。

避難訓練は１２カ月間実施できた。
緊急時対応訓練は、前年度の振り返りを
確認し見方を変えて職員間で意見を出し
合えた。

緊急対応について、元町も次年度は8期で
実施する。
なのは・はらだは継続していく。

発生通知書、ヒヤリハット記録用紙、ヒヤリハット
事案の情報共有と改善

毎月 月１回 全体会議事録

なのは・はらだは、発生通知は記入し全
体発信で共有している。
元町はっとは、年度始めはヒヤリハット
を加えて記載することが少なかったた
め、日々のヒヤリハット事項を記載する
ことを確認し、実行している。

ヒヤリハットはその都度、職員間で話し
合い改善点を話し合っている。

元町はっとは、ヒヤリハットの件数が増
えると記載漏れもあったため、事象が
あった時は忘れず記載するようにする。
なのは・はらだは、毎月全体会で共有し
実行している。

ヒヤリハットの内容を踏まえて、大きな
怪我等に繋がらないように努める。

園外保育マニュアル・各種マニュアルの管理・改訂 毎月 月１回 各種マニュアル
マニュアルの内容、保管場所を職員間で
確認し合うようにしている。

分からない時や疑問に思った時は職員間
で都度確認し合うようにしている。

改定箇所を踏まえて、職員間での確認を
こまめに行なうようにする。

次年度も引き続き職員でマニュアルの確
認を行ない、意見を出し合い改訂に努め
る。

環境チェック（①玩具の破損確認 ②保育室危険箇
所の確認 ③保育士の関わり）

毎月 月１回 自主点検表

なのは・はらだは、週案会で実施してい
る。
元町はっとは、気になることは園長に報
告をしすぐに対応をしている。

なのは・はらだは毎月継続して行なって
いる。

なのは・はらだは週案会の日に行なうこ
とで、意識してできた。

元町はっとは月末の週案会で実施する。
なのは・はらだは月初めの週案会の日に
行なう。

エコ
①光熱費の削減（職員会で周知） ②消耗品の使用
量を前年度と比較

①７・１月
②８・２月

年２回 職員会議議事録
全体会で周知し、エコを意識している。
削減のために何が出来るか、全体会で具
体的に話し合っている。

コロナ渦、光熱費高騰により変動があ
る。

比較しにくい状況のため、職員への呼び
かけもしにくかった。

コロナ渦が治まったので、物品において
も意識していきたい。

検診
①子どもの検診（内科検診、歯科検診、検尿）
②職員の健康診断（予防接種・定期健診・生活習慣
病予防検診）乳がん・子宮がん検診（自己負担）

①５月・6月・1１
月

②４月～６月

①内科2回、
他1回
②年1回

①健康記録
②健診記録

予定通り実施できている。 予定通り実施できた。 次年度も予定通りの実施を目指す。

元町はっとは、内科嘱託医から辞退の申
し入れがあり、次年度みなと元町小児科
に変更が決定。
なのは・はらだは、今年度同様姉妹園間
で連携しながら予定を立てていく。

2022年度 小規模園（はらだ・なのは・元町はっと） 事業報告

保護者対応（保護者支援）

理念に基づいた
教育・保育

地域貢献

連携施設・地域との交流

危機管理

教育・保育方針(同年齢の活動
・異年齢の活動Ｗスタンダード）

保育者の関係性向上（同僚性向上）

委員会活動の
強化

ア
カ
デ
ミ
ー
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分類 大項目 重点項目（全園） 実施項目（各園） 時期・(場所) 実施回数 担当者 確認事項
途中経過
（半年後）

結果（2月記入）
ふりかえり
（2月記入）

次年度の取り組み
（3月記入）

HP更新 毎月 月１回 HP 順番に行えているので負担がない。 毎月５日に定期更新が出来ている。
輪番制にすることで、毎月負担なくでき
た。

次年度も継続して実施。元町も更新時に
よいこネット配信を行ない、保護者の周
知につなげる。

写真販売 2か月に1回 年６回 記録 毎月写真を見やすくまとめていく。
月ごとに写真の整理を行ない、フォルダ
に分ける等して管理しやすいようにし
た。

定期的に写真の整理をすることで写真を
スムーズに選別し活用することができ
た。

引き続き定期的に写真整理をしていく。

誕生日 誕生日カード・プレゼント・誕生会の充実 毎月 月１回 園だより
担当が主になってすすめている。また他
の保育者の協力もあり、みんなで楽しい
会が出来ている。

担当が主になってすすめている。また他
の保育者の協力もあり、みんなで楽しい
会が出来ている。

担当が主になってすすめ、みんなで楽し
い会が出来た。

元町はっとは、パート職員にも出し物を
してもらい、みんなで楽しい誕生会を企
画する。
なのは・はらだは季節にちなんだ出し物
を取り入れながら職員で協力して会を盛
り上げていく。

環境 コーナーの充実（玩具の入れ替え・充実・研究） 毎月 月１回 全体会議事録
子どもの年齢や子どもの様子に合わせて
玩具の入れ替え、コーナーの配置、広
さ、玩具を工夫した。

子どもの興味に即した掲示や玩具を提供
できるように努めた。

姉妹園の玩具の素材や遊び方も参考に取
り入れることで、楽しむことができた。

今後も子どもの様子や年齢にあった玩具
や環境設定を行なえるように、日々協議
していく。

リズム
リトミック（さくらさくらんぼ）・ふれあいあそび
の研究

通年 随時 週案
運動会の種目で取り入れることで細かい
動きなども保育者間で共有することがで
きた。

週に１回程度活動に取り入れピアノの音
をよく聞いて積極的に参加する姿が増え
た。

自由あそび時間に子ども同士で動きを真
似したり誘い合い自然にリトミックを楽
しむ程親しんでいた。

継続的に行ない子どもたちがより丁寧に
体を動かせるようにしていきたい。
室内で過ごす時間に多く取り入れること
ができた。

サーキット サーキットの環境整備・研究 通年 随時 週案・写真

なのは・はらだは、子どもの発達や動き
に合わせて行なっている。期ごとに話し
合いをしている。
元町はっとは、年度始めより発達がすす
み出来ることが増えているので内容を見
直していく。

子どもの様子や発達に合わせてサーキッ
ト内容を考えた。

様子や発達に合わせてユニットを考える
ことで、様々動きを楽しむことができ
た。

今後も期ごとにサーキット内容を話し
合っていく。

絵画・造形
教材研究（素材・環境の整備、ドキュメンテーショ
ンの発信）

通年 随時
週案

ドキュメンテーション
季節の素材を大事にし、実際に触れて遊
びを深めている。

子どもの興味や姿に合わせて素材を工夫
した。

ドキュメンテーションは後期は頻度が少
なくななってしまった。計画的に行ない
たい。

次年度も職員同士で話し合いながら素材
の研究を行ないたい。

プランターでの植栽 通年 シーズン毎１つ
週案

園芸食育記録

元町は、アジサイの花の色に興味を持ち
季節の花に関心が持てた。
なのは・はらだは、年間計画を立て旬の
野菜に触れるように計画した。今年は夏
野菜がよく育った。

様々な野菜や花を育て子ども達も植物に
親しむことができた。

野菜の苦手な子どもにも関心が広がり一
口食べてみようと思える良いきっかけに
することができた。

元町はっとは、日陰でも育てられる野菜
を探し、栽培の経験もてるようにした
い。
なのは・はらだは、秋・冬以降の植栽が
取り入れることが少なかった。

簡単クッキング 通年 年数回
週案

園芸食育記録

なのはは、近所のお店にパンを買いに行
き、自園で収穫した野菜を使いピザパン
を作って試食した。はらだは、毎月誕生
児のカップケーキを作ってみんなでお祝
いしている。元町はっとは、商店街の八
百屋さんで買い物体験を行い、野菜を
使った食育を行なっている。

元町はっとは、月１回定期的に行なって
いる。
なのは・はらだは、イベントごとや季節
の野菜など季節感に即したクッキングを
行なうことができた。

２歳児を中心に繰り返し行なうことでエ
プロンの着脱を積極的に行ない意欲的に
参加する姿が見られてとてもよかった。

元町はっとは、お弁当日を活用し、調理
の先生とのクッキングも検討する。
なのは・はらだは、年間をとして自園で
も食育ができるように計画していく。

生き物 生き物の飼育 通年 通年 週案

各園、すずむし・かぶとむし・カタツム
リ・クワガタなどを飼育し、子ども達も
一緒に観察、お世話している。歌や手遊
びとリンクし季節も感じられるようにし
ている。

継続してお世話を続ける難しさを感じて
いる。
元町はっとは1月に水槽をリニューアルし
た。
なのは・はらだは。土を変えたり子ども
達と一緒に世話をする機会を設けられる
ように努めた。

水槽は、子どもの目につきやすく喜んで
眺めている。
なのは・はらだは、冬場は世話できる虫
がいなくなるので難しさを感じた。

２歳児でエサやり当番を決めることを検
討する。
なのはは、環境的に飼育場所が難しい。
コーナーの設置場所など検討が必要であ
る。

外部研修 ①私保連の各種研修 ②キャリアアップ研修 随時 随時
研修計画
研修報告

キャリアアップ研修、法人内研修を中心
に受講計画を立てて受講している。りん
ごの木セミナーも追加で受講した。

予定通り実施できた。
1年の計画を立ててすることで、一人ひと
りに合った研修を割り当てることができ
た。

年度初めに一人ひとりに合った研修を計
画し、漏れなく実施できるようにしてい
く。

園内研修（保育内容・理念ブック） 期毎 年8回 研修振り返り
毎月全体会で理念ブックの内容を確認し
ている。

糧や理念ブックの読み合わせ、保育内容
に関する具体的な方法や実践を共有して
いる。

年8回の積み重ねで、日々理念が浸透して
きていることを実感する。保育内容は、
講師側の学びも大きい。

継続して行なう。

ピアノテスト 7月・11月 年2回 面接シート
個々のレベルに応じてスキルアップでき
るよう助言している。
元町は1月に初の試みとして行なう予定。

個々にレベルアップが見られる。
年間を通して個々のレベルアップが図れ
ている。

継続して行なう。

小規模３園との保育者交換 7月・11月・2月
研修計画
振り返り

9月に実施した。運動会前で互いにおけい
こを見ることができて良かった。

後半は12月・2月に実施。 全員が姉妹園にいくことができた。
双方の園に学びになる機会になってい
る。継続して行なう。

法人内研修 評価スケール(乳児）、他園の行事を見に行く 4回
各園振り返り
全体会議議事録

11～1月に実施予定。 11～1月に実施した。
見てきたことを自園で共有。環境や遊び
で取り入れられることを順に始めてい
る。

年間研修計画で、各園まんべんなく参加
できるようにする。

ヘキサゴン
（スキルアップ支援プログラム）

ヘキサゴン面談による支援
フルタイム職員…スキルアップシート、ヘキサゴン
の実施
パート職員…目標チャレンジシートの実施

面談…
7月・12月
シート…

４月・10月・3月

年２回
スキルアップシート
チャレンジシート

施設長面談4・８月に実施。
3月に実施。その他、必要に応じて個別に
実施した。

園として担ってほしい仕事やマインドを
施設長から伝える大切な機会になってい
る。

継続して行なう。時期は要検討。

職員面談 （自己評価・他者評価） 保育リーダーとの面談（必要に応じて施設長） ５月・１０月・３月 年３回 面談記録
なのは・はらだは4月に施設長面談をして
いるため、5月はなしで10月に実施。
元町は行なっていない。

なのは・はらだは１０月に実施し、３月
は施設長面談を行なうことで３回行なう
ことが出来る。

日頃なかなかできない保育観の共有や、
スキルアップについて話し合うことがで
きた。

次年度も継続して行ないたい。

人件費率マネジメント 適正な職員配置 随時 随時 予算書
職員配置や人件比率は、小規模3園＋だい
なで総合的に考えることになった。栄養
士、事務員の人件費を按分する。

職員の産休後、日により不足が出る時間
帯があり、残業ではなく1か月単位で調整
するようにした。

有給消化が多く、シフトを組むのに大変
な時期があった。先も見越した職員配置
も必要だと感じた。

適正な配置のために早めに先を見通して
求人を掛けることも必要。

積立金確保 積立金１０％目標 年度末 年１回 月次資金収支計算書 目標通りに積立金確保できている。 目標通りに積立金確保できている。
コロナ補助金、食材費高騰、光熱費の増
加などあったが、総合的には問題なく収
まっている。

予算に基づいて遂行していく。

小規模園共有フォルダの活用
小規模3園の共有フォルダを作成し、情報共有・業
務の効率化を図る

通年 随時 小規模共有フォルダ

データの受け渡しがスムーズに行なえて
いる。受け渡しフォルダにずっと入って
いるものがあるので、期限を決めて削除
していく。

とても効率化が図れている。
効率的に行なえている。フォルダの整理
ができていなかった。

引き続き効率化を図っていくために活用
していく。半年に1度はフォルダの整理を
行なうなど、ルールを明確化する。

採用活動の強化
ハローワーク、就職フェアへの参加、養成校へのは
たらきかけ

随時 随時 案内・記録
求人に合わせて求人媒体を選定し、早め
に動いている。

早めに動くが朝夕のパート保育士は難し
いため、チラシ2000部配布、求人媒体
を増やした。

早めに動くだけでなく、タイミングや面
接の聞き取りも重要に感じた。

タイミングや面接での人柄の見極めを
しっかり複数で行なう。

制度の活用と改善 制度理解・活用 通年 随時 施設長会議議事録

補助金等申請に漏れがないか、３園＋だ
いなでその都度確認し合っている。理解
不足のことがあれば、確認し共有してい
る。

その都度、対象なのか、対象になるため
の条件を確認し、必要に応じて認可申請
の変更を行なった。

小規模間で確認し合うことで様々な気づ
きがあり、漏れなく申請できた。

週1回のミーティングも行なうことで、さ
らに迅速な共有を行なっていく。

内部研修

全職員がいずれか
に1回以上参加す
る

食育

LLを柱とした
保育実践と研鑚

発行物

委員会活動の
強化
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運営強化

研修の充実
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